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第一章 緒

帝國死因銃計 ニヨリテ調査 スルニ我國 ノ結核死

亡数ハ昭和4、5、6-3年 間李均12,11667人 ニシ

テ1日 李均333人 強二當ル、最近内務省衛生局

嚢表 ノ昭和5年 我國民死因頽位=ヨ レバ斯 ノ赤

痢、「,コレラ」、「チフス」等 ノ急性傳染病死亡ノ

比較的少鍬ナルニ比 ジ、結核死亡撒 ハ實 二國民

死因 ノ第二位ナリ(第一位ハ下痢及腸炎)、而モ

表面上二位 ノ如 クナレドモ實ハ結核!名 テ忌ム

傳統的観念上死亡届出二幾分 ノ作爲アリ即 ヂ死

因順位 ノ病類中「其他 ノ呼吸器疾患j、 「肋膜炎j

及f慢 性氣管枝炎J,等ノ中ニモ事實ハ多数 ノ結核

テ含 ムベク是等 吾合算スレバ結核死亡籔ハ國民

死囚 ノ首位ヲ占ム ト信ゼ ラル.

其!撒 二於 テ然ノヒノミナラズ結核二國民 ン中堅

年齢層 テ崩壊 シツ・アル鮎マタ重大問題ナリ、

諸文献 ニヨリテ見ルニ急性傳染性疾患及磯膜炎

死亡ハ5歳 乃至9歳 二於 テ最 モ多ク、肺炎、氣

次
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管枝 炎 、 胃 ノ疾 患 、及 下痢 腸 炎 ハ4歳 以 下死 亡

ノ46%1二 當 リ、心 臓 病 、腎 臓 炎 謄 出 血及 癌 ノ

死 亡 ハ4、50歳 以 上 二多 シ、 然 ル ニ結 核 ・・16歳

乃 至30歳 二最 モ多 ク此 ノ年 齢 級 死 亡 ノ43%4

ヲ占 ム、 即 チ結 核 ハ好 ンデー 國 一 家 ノ根 幹 タル

青肚 年 テ侵 ス モ ノニ シテ亡 國病 ト謂 ハ ル ・所 以

ナ リ。' L'`〆.∫
の ミ

而 シテ我國 ノ結核死亡傘ハ明治42年 以降22年
毒

間二亙ル衛生局 ノ調査 ニヨ レバ概 シテ累年選減

ノ傾向 アリトン・言へ未ダ歌米諸國二比 シ遙二遜

色 アリ、且・ツ本邦入 ロノ自…然」曾 π々ノ・特Lデ三著シク

文化 ノ進蓮 ノ日土新 ナルニ伴 ヒ肚會生活層 ハ盆

複雑化シい就職難・朱業難 二俘 フ生活 ノ困癒、

心身 ～過努等結核 ノ蔓延 二及翠ス肚會的因子ハ

累積 シ、一方之二封 スル國民 ノ認識及趾會的施

殺ハ伴ハズ蜘 灘 及灘!レ 嘩 途÷幾
多 ノ障 碍 横 ハ レリ、 然 ラバ如何 ニ シテ之 ガ豫 防
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及撲鍼 テ期 スベキ カト言 フニ其 ノ衝二當ル諸學

者篤政當局ガ先 ヅ其 ノ徹底的調査研究 ト根本的

方策施設ラ講 ジ自ラ第一線二立 チテ國民全農 二

呼懸ケ本疾患二封スル認識テ彊クシ上下ラ通 ジ

有 ユル階級テ網羅 シテ國民絵動員 トナリ其 ノ實

行 二努力スベキナリ。

從來結核二關 スル諸學者 ノ研究嚢表ハ枚塞二逞

ナ シトi誰モ、余モ亦職 ヲ奈良縣 二奉 ジ縣民 ノ保

㌦ 、 第 二章

奈良縣下"於 ケル昭稚 耶 一3鯛 物 結核

死亡厭況ヲ市郡別及艦性別 二表示ゼバ次 ノ如
xl

シ。

郡 市別人 口封結核死亡薮及死亡卒
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7

0
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7
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鴛
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譲

豊

健衛生二關係スル立場上、弦 二同縣二於ケル結

核死亡者 二就 キ調査 ラ爲 シ斯界 ノ爲ニー資料ラ

提供セントス。

而 シテ余 ノ調査方法ハ縣下153ノ 市町村役場 二

就 テ昭和4年 ヨリ同6年 ノ3年 間 二亙 リ死亡届

二附属 スル死亡診断書二基キテ1人1票 ノ調査

票 テ作製 シ、之ニヨリテ能 フ限 リ各方面ヨリ多

角多邊的二観察 シタルモノナ リ。

都市別人ロ封結核死亡状況

人 ロ 萬i封

死 亡 李

36,7

29.1

32.8

14.1

10,9

12.5

1L.1

9.3

工0.2

29。9,

;rO、4

30.2

11。6

9.8

10.7

13.6

12。2

12.9

12、2

10.2

10.9

10,4

7.7

8。9

.22.1

14.8

第三章

奈鼻縣下二於 ケル2年 間結核死亡者 ノ分布状態

e縣 下153箇 町村別二調査 セル5コ ロ其 ノ人口

字陀郡

吉野郡

郡部計

合 計

言†25,876

男20,652

女19,816

言†40,467

男 ・52,162

女50,927

言十103,089

男280.231

女279,158

計559,389

男304,498

女301,178

trt608,676

47,7

22,3

26,7

49,0・

73,3

70,7

1"0

397,7

35S,6

756,3

486i・7

431,3

918,0

18.4

10.8

13.5

12.1

14。1

13。9

14.0

14.2

12。8

13.5

16.0

14.2

ユ5.1

印 チ人口萬封結核死亡傘 ノ高李順位 ハ1奈 良

市、2山 邊郡 、β宇智郡、4吉 野郡、5高 市郡、
ミ く

6生 駒郡.㍗ 宇陀郡、8北 葛城那∴9磯 城郡、

10添 上 郡 、11南 葛 城 郡 ナ リ。s

市部 ト郡部 トラ比較 スル三奈良古 ノ萬封寧32、
く

8人 ハ 郡 部 李均13・5入 二 封 シ2倍4分 強 ノ高

奪 ラ示 セ リ。

禮 性 別 二観 察 ス ル ニ市部 二於 テハ人 口萬 封死 亡

傘 男36・7人 ・1同女29・1人 ニ シ テ男 性 ノ死 亡 傘

高 久 郡 部 二於 テハ男14・2人 ご 女12・8人 ニ シ

テ男 性 ノ死 亡傘 高 シ、 即 チ市郡 テ通 ジテ男 性 二

結 核 死 と者 多 ク、 林 田 氏 ノ静 岡 縣 二於 ケ ル調 査

ト合 致 シ・ 加 藤 氏 ノ京 都 府 系於 勿 レ女 性 死 亡 傘

高 キ トハ相 反 セ リゴ
～

市町村別人口封結核死亡状況

萬封奪 ノ高傘順位及低率順位ハ≒欠ノ姐 シ.
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A市 町村人口萬樹結核死亡高傘順位

順位 市町村名

1・ 山邊郡 丹波 市町

2.山 邊郡二階 堂村

3.吉 野郡 丹生村

4.北 葛城郡 下田村

5.奈 良市

B

順位 市町村 名

3年 李

均 人 口
人

12,083

7,755

2,428

2,719

49,287

3年 李 均 人 口萬 封

死 亡 籔 死 亡 李
人 人7
9,765。9

34β44.2

9,338。3

10,337.9

16】,732。8

市町村人口萬封結核死亡低率順位

1,山 邊郡束里村

2。 添上郡 月瀬村

3.宇 陀郡松山町

4.山 邊郡波多野村

5.吉 野郡高 見村

3年 李

均 人 口人

2,594

2,506

1,854

3,671

2,459

3年 李均、人 口萬野

死亡籔 死亡 拳

㌔ ち
O,31.2

0,31.6

1,02.7

0,72.8

即 チ山 邊 郡 丹 波 市 町 ハ特 二高 卒 ニ シ テ其 ノ原 因

テ探 究 スル ニ天 理 教 トノ關 係 二因 ル モ ノ ナ リ。

今同町二於 ケル昭和4,5,6-3年 間結核死亡者

239人 二就 テ調査 スルニ元來土著 ノ町民ハ僅26

人 ニシテ他 ノ213人 即 チ死亡者絡撒 ノ90%ハ 他

府縣外來者ナリ、而 シテ外來者 ノ殆 ド総 テハ天

理大明紳 ノ数験 ヲ期待 シテ北ハ北海道 ヨリ南ハ

九州 ノ涯 ヨリ集 リ來 レルモノニシテ天理教興隆

ト丹波市町繁昌ノ裏面二斯ル肚會澗題 アルヲ知

ルベシ、束里村ハ丹波市町5同 郡ニシテ凡5里

位離 レタル山農村ナルガ、同地二3年 間結核死

亡者皆無 ナルハ珍 シキ現象ニシテ爾ホ詳細研究

ノ要 アルテ思 ヒ余ハ再三同地二出張 シ學 童撒

100人 二封 シ「ッベルクリンJ皮 内反慮等 ヲ調査

シタルニヨリ其結果ハ追 テ登表 スル所 アル〈ご

シ。

第囚章 全國各府縣及一般死亡 トノ比較

奈良縣二於 ケル3年 間結核死亡者 二就キ全國各

府縣 トノ比較テ見ルニ、人口萬封死亡卒二於 テ

'道 三府四十三縣中、奈良縣ハ第30位 ニアリ、

爾ホ全國中最高位及最低位拉全國李均 トノ各比

較 ラ示 セバ次 ノ如 シ。

結核死亡者全國最高最低及李均率ト奈良縣トノ比較

府縣 名 款 否
み

石 川 縣(最 高 位)756,212

茨城 縣(最 低 位)1,482,766

全 國(亭 均)64,251,567

奈 良 縣608,676

鑓鐙 礪騨
人 人

2,228,729。47

1,7霊3,011.56

121,666,718。94

1,001,716。75

部 チ 全 國 中最 高 位 タ痢 石 川 縣 二比 シ12人7二

紗 ク、最 低位 タル 茨城 縣 二 比 ス レバ5人19多

ク、 全 國 李均18人94二 封 シ テハ2人19紗 キ

ナ リ。

又 昭 和4,5、6-3年 間 李均 奈 良縣 二於 ケ ルー 般

死 亡撒 ハ11,850人 ニ シ テ 人 口萬 封194人7二

當 ル、 之 二封 スル結 核 死 亡 敷 バー搬 死 亡100人

二封 シ7人75ノ 割 合 二當 ル 換 言 ス レバ ー 般 死

亡i3人 二封 シ結 核 死 亡1人 才出 ス割 合 ナ リ。

之 テ全 國 ノソ レ ト比 較 ス ル ニ其 ノ3年 間 李 均 一

般 死 亡 ハ122萬4329人=シ テ 人 ロ萬 封190人

6人 二當 リ、 同 上結 核 死 亡12萬1667人 ハ人[!

萬 封18人94ニ シ テー 般 死 亡100人 二封 シ9人

94二 當 ル、 印 チー 般 死 亡 二於 テハ人 口萬 封0人

41多 ク、之 二反 シー 般 死 亡封 結 核 死 亡 ノ割 合 二

於 テ ハ2人21齢 キ ラ 見 ル ベ シ。

病 名

肺結核

腸結核

奈良縣3年 間結核死亡者病類別

男
人

819

71

結核性腹膜炎34

肺寝潤

喉頭結核

3

2

4

5

結核性膀膜炎33

%

71.7

6。2

3.0

3。8

4.6

2.9

女%
人

66570.9

788。3

485.1

323.4

192.0

303.2

第五章 病類別観秦

計%
人

1,48471。3

1497.2

823.9

753。6

713.4

633.0

腸

喉

蚊

鮭

核

核
核

結
核
結
結

肺
結
肺
頭

242.1252.7

25

結核性肋膜炎18

購幽群3
粟粒結核4
膀胱結核4
結核性關節炎3

2の2

6の
ー

3　0

4

4

3

0

0

0

B

11

4

2

1

2

1.4

L2

0。4

02

0.1

0。2

492.4

381.8

291.4

70.3

60.3

50.2

50。2
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腎臓 結 核3

腰 椎 「カ リヱ1
ス」

膿雛 翻 巴 ・
肺結核虹痔疲2

耀蹴 茎潜 以1

灘 性鵬 髄 ・

灘 性子宮内 ・

0.310.1

0.130。3

0.1

0.2

0。1

り
召

0

0

O
召

0

0

0

0。100

0 10.1

40.2

40.2

30.1

20、1

1

1

1

綾 核性欄 ・ ・ ・ ・…
言1'1,1429382,080

病 名 ハ 各 地方 醤師 ノ 嚢 行 セ ル 死 亡診 噺 書 二 因

ル、 病 類 圃 死 亡 撒 ノ高 卒 順 位 ハ男 女 トモ第 一位

肺 結 核 、 第 二位 腸結 核 ナ リ、 第 三位 二於 テ男 ノ

喉 頭 結核 、 女 ノ結 核 性 腹 膜 炎 ト異 ナ レル ハ生理

的 差 異 二因 ル ナ ラ ム、 而 シ テ全 結 核 ノ中、 肺 結

核 ハ7割 以 上 テ占 ムe

第六章 職業 トノ關係

奈良縣3{r間 結核死亡者職業別

職業 名 男

農耕 畜産慧i業119

林 業20

農業言1△139

金罵工業21

繊維工業5

木竹類 二關スル製14
造業

飲食 品嗜好品製造業15

被服均廻 リ品製 造業63

土木建築業44

共他 ノ工業23

工業計175

物品販費業91

金融保瞼業19

族 館飲食店湯屋業19

其他 ノ商業8

商i業計138

通信業14

運輸業32

交通業計36

陸海軍人3

官公吏雇傭16

宗教業20

敬育業18

磐務業7

%

10。4

1.8

8

4

2

3

6

9

0

1

0

ー

ヱ

4

3

2

8.O

L7

1。7

0.7

2

8

1

0
編

0.3

1。4

1.8

1.6'

0.6

女%計

10911。6228

30.323

112251

0021

353.740

20。216

30。318

272。980

0044

0023

67242

252。7116

20.221

91.028

50.513

42180

30.317

10。133

440

003

20.218

70.727

10.119

30。310

其他 ノH由 業23

公務 自由業 計87

其他 ノ有業 者27

家事 使用 人3

右 ノ計27

無職業440

計1,142

2,0

3

3

2

0

38.5

12

25

7

18

%

665

938

亀

1.3

0。7

1.9

39

112

34

21

51

70.91,105

2,080

即チ其 ノ高藪順位、男 二於 テハ無職業、農耕業、

物品販費業、被服身廻 リ品製造業、土木建築業、

蓮輸業、金属工業、宗教業等 ノ順 ニシテ又女二

於 テハ無職業、農耕業塾繊維工業、被服身 ノ廻 リ

晶製造業、物品販費業、家事使用人等 ノ順 ナリ

男女ヲ通 ジ無職業 ノ過大ナルハ元來 ノ無職者 ノ

ミニ非夙 モ ト有業 ノ者モ罹病後途二職 テ棄 テ

或 ハ失 ヒタルモノ多キニ因ルナラム。

加藤氏 ノ京都府 二於 ケル調査 ニヨレバ職業別結

核死亡 ノ高籔順位ハ1無 職業、2農 耕業、3繊

維工業 ノ順 ニシテ、高島博士 ノ新潟地方 二於 ケ

ル調査ニアリテハ1農 耕業2商 業、3勤 務者

トナ リ、叉内務省衛生局 ノ昭和5年 全國統計 二

於 テハ1農 業、2物 品販費業、3無 職業 トナリ

各一定セズ。

第七章 死亡年齢 り 關係

奈良縣3年 周結核死亡者死亡年齢別
死 亡 年齢

1歳 一5歳

6歳 一10歳

11歳 一15歳

16歳 一20歳

21歳 一25歳

男

11

15

13

211

289

%

LO

1.4

L2

19。3

26.5

女

13

15

24

223

234

%

1.4

1.6

2。6

23.8

25.1

計

24

30

37

434

523

26歳 一30歳

31歳 一35歳

36歳 一40歳

41歳 一45歳

46歳 一一50歳

51歳 一55歳

56歳 一60歳

175

104

72

51

50

40

21

16.0

9.5

6。6

4.7

4.6

3.7

1.9

2

5

2

3

S

8

6

6

6

6

4

2

1

2

17。4

7。0

6.6

4.6

3.0

1.9

2.8

錨

169

鵬

93

78

58

47
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61歳 一65歳242。2101。134

66歳 一70歳121.191。021

70歳 以上30.210.14

言十1,0919332,024

即 チ其 ノ高 撒 順 位 、男 二於 テハ 第 一一位21歳 乃

至25歳 ニ シテ死 亡纏 教 ノ26・5%ラ 占 メ次 ハ16

歳 乃 至20歳 、26歳 乃 至30歳 、31歳 乃 至35歳 、

36歳 乃 至40歳 ノ順 ナ リ、 又 女 二 於 テ ハ21歳

乃 至25歳 最 モ多 ク死 亡総 数 ノ25・1%テ 占 メ次

ハ16歳 乃 至20歳 、25歳 乃 至30歳 、31歳 乃 至

35歳 、36歳 至 乃40歳 ノ順 トナ リ、 内務 省 衛 生

局 昭 和4、5、6年 全 國統 計 ニ ヨ レバ男 女,トモ第 一一

位 ハ15歳 乃 至19歳 、 第 二 位20歳 乃 至24歳 ト

ナ.リ多 少其 ノ順 位 テ異 ニ ス レ ド・加 篠 氏 ノ京 都

府 二於 ケ ル調 査 ト余 ノ ソ レ トハー 致 セ ゾ。

死 亡 高 蜘 頂第 一一、 二 、 三 位 二 厩 スル 男 女16ヨ

リ30歳 二至 ル 間 テ1年 毎 二 細 別 シテ其 ノ死 亡

婁交テ示 セバ次 ノ如 シ。

死 亡 年 齢 男人

16歳14

17歳29

18歳39

19歳60

20歳,69

21歳59

22歳58

23歳54

24歳67

25歳51

26歳44

27歳33

28歳36

29歳34

30歳28

女
人
25

37

37

67

57

58

38

55

49

謎

29

30

39

33

31

計

人
39

66

76

27

26

∬

96

09

13

85

鴨

63

75

67

59

1

1

耀五

噌五

-

即 チ男 二於 テ ハ20歳 、24歳 、19歳 、21歳 、22

歳 、 女 二於 テ ハ19歳 、21歳 、20歳 、23$ifii、24

歳 ノ順 ナ リ。

華蒐

し 第八章 護病年齢り 關係

奈良縣3年 間結核死亡者曇病年齢別
欝 螢 病 年 齢 男

1歳 ご5歳18

5歳 一 ユ0歳13

11歳 一15歳28

16歳 一20歳242

21歳 一25歳258

s26歳 一30歳152

31歳 一35歳70
336歳 一40彦 監64

41歳 一45s歳43a」

46歳 一一50歳47

5i歳 一55歳34
is6ec -60歳18

61歳 一・65歳20

66歳 一70歳5

70歳 以 上2

計1,014

%

β

β

'
7

'
9

浸

9
0

`
9

β

3

溶

3

3

8
0

5

2

1

1

2

3

5

5

6

6

4

4

3

1

2

0

0

の
編

0
泊

ー
ム

%

3

乃

'
0

ユ

浮

。
一

」

'
4

護

3

漣

3

2

』

ユ

ー

1

5

8

2

6

7

5

3

2

2

1

1

1

0

夢

0
ヨ

0
細

凶ー

メ

飾

女

16

14

43

43

96

40

61

47

29

20

21

16

10

8

1

65

9
編

1

8

†

4

7

1

5

4

2

1

1

2

7

5

4

0

3

3

言

3

2

7

8

5

9

3

1

7

6

5

3

3

1

4

遺
宝

2

1

1

1,879

即 チ 磯 病 年 齢 ノ 高 数順 、 男 二於 テ ハ2正 歳 乃 至

25歳 二最 モ多 ク総数 ノ25・4%テ 占 メ次 ハ1G歳

乃 至20歳(23・9%)、26畿 乃至 呂0歳(15・0%)、

31歳 乃 奎35歳(6・9%)、36歳 乃 至40歳(6.3%1
きメ レ

ノ顧 ナ リ、1叉女 千於 テハ 第一 位16歳 乃至20歳

く28・1%)Aシ テ次 ハ21歳 乃 至25歳(22.7%、

26歳 乃 至30歳(16.2%)、31歳 乃 至3δ 歳(7.1

%)、36歳 乃 至40歳(5.4%)ノ 順 ナ リ、 第 一 、

二 位 二於 テ男 女 ノ地 位 類 倒 セル ハ其 ノ生理 的 相

異 二因 ル ナ ラム。

螢 病 高 撒 第 一 、 二 、 三位 二屡 ス ル男女16歳 ヨ

リt30tt問 硬 二1年 毎 二細 示 セバ次 ノanシ 。

漿病 年齢

16歳

17歳

18歳

19歳

20歳

21歳

22歳

23歳

24歳

25歳

26歳

27歳

28歳

2♀歳

30歳

男

人
2

噸

59

57

61

54

54

59

51

必

40

34

22

㎝

26

女

4合

35

47

65

51

43

42

47
亀35

29 .

36

32

30、 誓

27
毒

15

計

`66

79

106

122

112

97

96

106

86

69

7β ド

66

52

57

41

曳

即 チ 男 二 於 テ ハ20歳 、23歳 及18歳 、19歳 、・21
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歳 及22歳 、24歳 ノ順 ニ シテ又 女 二於 テハ19歳20歳 、18歳 及23歳 、16歳 、21歳 ノ順 ナ リ。

第 九 章 死 亡 月 及 死 亡 季 節 ト ワ 關 係

死 亡 月

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

計

奈良縣3年 間結核死亡者死亡月別

男%
人

1049.0

827.1

1018.7

917。9

917。9

998.5

1049.0

867.4

1049.0

106g.2

877.5

1018.7

1,156

女%計%
人 人

778。41818。7

788.51597.6

879。41889.0

748。01657.9

808.71718.2

677。31668。0

727.81768.5

869。31728.3

737.81778,δ

9210.01989。5

808.71678.0

566.11577.6

9222,078

即 チ男 二 於 テ ハ 其 ン高 撒 順10月 、7月 、9月 及

1月 、3月 及12月 、6月 、4月 及5月 ノ順 ニ シ

テ女 二 於 テ ハ10月 、3月 、8月 、5月 及11月

ノ順 ナ リ、 男 女 テ通 ジ テ10月 二最 モ 多 ク3月 、

1月 之 二次 グ。

叉 之 テ季 節 別 二観 ル 時 ハ 次 ノ如 シ。

季 節 別 男 女 計

春(1,2,3月)287242529

夏(4,5,6月)281221502

秋(7,8,9月)294231525

冬(10,11,12.月)294228522

即 チ男 女 テ通 ジ テ 春 二 最 モ 多 ク次 ハ秋 、 冬 ニ シ

テ夏 ハ 最 モ 紗 ナ シ。

第十章 自護病至死亡纏過期間 トノ關係

奈良縣3年 間結核死亡者登病ヨリ死亡迄ノ

経過年月籔別

経過年 月薮 男
人

15日 以内13

1ク 月以 内30

2ケ 月以 内38

3ケ 月以 内47

4ク 月以内46

5ケ 周以内62

6ケ 月以内62

7ケ 月以内62

8ケ 月以内47

9ケ 月以内50

10ク 月以内41

11ケ 月以内24

1ク 年以内101

1ケ 年牛以内156

2ク 年以内74

2ケ 年牛以内42

3年 以内46

3ケ 年 牛以 内16 」

4年 以内20

女 計
人 人

1124

2959

3573

4592

3682

63125

80142

60112

5097

3484

3677・

2549

84185

175331

67141

4183

1864

1026

1131

4ケ 年 牛以 内10

5年 以内14

6年 以内9

7年 以内7

8年 以内4

9年 以内3

10年 以内4

11年以 内1

12年 以 内2

13年 以 内0

14年 以 内0

15年 以上4

計1?025

10

8

5

2

2

0

2

1

0

1

0

4

858

20

22

14

9

6

3

6

2

?

1

0

8

1,910

即 チ其 ノ高 敷 順i男 二於 テハ1年 牛以 内最 モ多

ク次 ハ1年 以 内、2年 以 内 、5ケ 月及6ク 月以

内、7ケ 月 及9ケ 月 以 内 ノ順 ニ シ テ女 二於 テハ

第 一 位1年 牛以 内、 次 ハ1年 以 内、6ケ 月 以 内、

2ケ 年 以 内、5ケ 月以 内 ノ順 ナ リ、 男 女 テ通 ジ

テ1年 牛 以 内 二最 モ多 ク、 次 ハ1年 以 内、6ケ

月以 内、2年 以 内、5ケ 月以 内 ノ順 ナ リ。

別

'
男

性

第十一章 竣病及死亡場所 トノ關係

奈良縣3年 間結核死亡者登病地別

薮 嚢織 内同畷 織 外 彫
人 人 人

1,ヱ2343638.868761鹸2

女95545547。650。052。4

言i'2,07889142。91.18757.1

即 チ本 籍 地 内(縣 内 〉ヨ リ モ本 籍 地 外(縣 外)登 病
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者 ノ多 キ ハ注 目 スベ キ現 象 ニ シテ更 二之 テ各 府

縣 別 二調 査 ス レバ次 ノ如 シ。

獲病府縣名 男

大阪府 寵
東京府 ・eg

京都府53

兵庫 縣26

三重縣41

和 歌山縣46

愛 知縣15

幅岡縣13

紳 奈川縣4

鹿見島縣4

幅井縣2

山形縣3

石川縣5

茨城縣3

香川縣3

山 口縣5

北海 道6

岡山縣5

秋田縣2

新潟縣3

岩手縣2

宮城縣2

千葉縣1

栃木 縣1

山梨縣1

岐 阜縣1

女

人
70

11

39

27

卿

43

16

8

1

"
編

""

3

1

4

4

3

7

1

⑰
β

3

噌五

-

噌」

リリ

計%
人

62252.40

504.21

927。75

534.47

685.73

997。50

312.61

211.77

ろ.42

6.ろ1

5.42

6.る1

6.ろ1

7.59

7.59

8.67

131。09

6。51

2.17

6。51

2ユ7

1.25

1.17

1.08

2.17

4.34

編島縣

埼玉縣
富山縣

長野縣
静岡縣

群馬縣
滋賀縣

島根縣

高知縣
愛媛縣

徳島縣
廣島縣

大分縣

熊本縣

長崎縣
宮崎縣

朝 鮮

肇 薄
樺 太

關東州

支 那
計

9
召

0
θ

噌
五

の
回

4

2

1

5

3

1

8

5

1

4

3

1

1

2

1

687

1

1

1

2

1

3

2

1

1

ろ

1

1

9
廓

噂
り

ー

の
縛

】

0
4

《UOμ0

3

3

2

4

5

の
"

4

2

6

8

2

9

5

3

7

4

3

2

2

1

2

7811

25

25

17

縫

42

23

騒

17

51

67

17

照

42

25

59

誕

25

17

17

08

17

即 チ縣 外 養 病 者1,187人 申 大 阪 府622人 ニ シテ

5294%ヲ 占 メ次 ハ京 都 府s和 歌 山 縣 、 三 重 縣 、

兵 庫 縣 、 東 京 府 ノ順 ナ リ、 奈 良 縣3年 間 結 核 死

亡者 ノ死 亡場 所 別 ハ調 査 人 員2,101人 中 、本 籍

地 内1,982入(94.3%)、 本 籍 地 外119人(3,7%)

ニ シテ殆 ド縣 内死 亡 ナ リ。

第十二章 縣外護病者ワ病類及職業別

奈良縣3年 間結核死亡者中、其 ノ57.1%テ 占ム

ル縣外登病者 二就キ、病類別及職業別 子調査 シ

タル所次 ノ女ロシ。

A縣 外號病者病類別

病 類

肺結核
腸結核

肺浸潤
結核性腹膜炎

結核性拶膜炎

喉頭結核
肺結核及腸結核

結核性肋膜炎

肺結核蛇喉頭結核
肺結核並脚氣

腎臓結核
粟粒結核

男
人

543

34

18

18

16

23

10

8

9

1

2

2

女

人
68

32

21

21

16

8

13

10

3

7

0

0

砺の

計
人

911

66

39

39

32

31

23

18

11

8

2

2

%

76.7

5.6

3.3

3.3

2.7

2。6

L9

1。5

1。0

0.7

0。2

0。2

膀胱結核

結核性關節炎

肺結 核並脊椎 「カ リ
エス」

計

0
忍

-

0

O

AU

1

20.2

10.1

10.1

●

6875001,187

即チ肺結核76・7%ニ シテ過牛激 テ占 メ次 ハ腸

結核、肺浸潤、結核性腹膜炎、結核性磯膜炎、

喉頭結核 ノ順 ナリ。

B縣 外駿病煮職業別

職別業

農耕、畜産、慧業

林 業

農業計

金罵工業

繊維工業,

木 竹類轟關スル製造業

男
人

62

3

65

20

3

2

女
人
41

0

41

0

30

0

計
入

103

3

106

20

33

2

%

8.7

0.3

1.8

2.9

0.2
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難 野 嗜好晶1・
被服 身廻 リ品製造業31

土木建築業0

其他 ノ工業17

工業計83

物晶販壷業48

金融保瞼業15

旅 舘飲 食店湯屋業S

其他 ノ商業5

商業計76

通信 二關 スル業1

運輸 二關 スル業5

交通業計6

陸海軍人2

313

1647

00

017

49132

1866

015

614

38

27103

01

05

06

02

1,1

4.2

0

1.4

5.8

1。3

1.2

0.7

0.1

0。4

0.5

0.2

宮 公 吏 雇 傭100

宗 敢 二關 スル 業82

敏 育 二關 ス ル業70

盤 務 二關 ス ル業72

其他 ノ 臼 由業2010

公務 自 由業 計5414

其 他 ノ有 業 者11・5

家 事 使 用 人215

無 職i業≡248254

不 明12295

言卜687500

10

10

7

9

30

68

16

17

502

217

1,187

0.9

0.9

0.6

0。8

2,5

1.3

1。4

42.3

18.3

即チ無職業最モ多 ク次♂・農耕業、物品販費業被

服身 ノ廻 リ物品製造業、繊維工業等 ノ順ナ リ.

第十三章 髄型及頭髪濃薄 り 關係

A奈 良縣3年 間結核死亡者盤型別

性別 奨醗 膿 同魂 灘 彫 膿 死同%
　

男98670871.816616.811211.4

女8996136S.219421.59210.3

言†卜1,8851,32170.136019.120410.8

即 チ結 核 、 死 亡 者 ハ細 長 型 二最 モ 多 ク、 次 ハ 肥

満 型 、 申 肉 型 ナ リ。

第十 四章

A奈 良縣3年 間結核死亡者生活程度別

性別難 讐 護同%錨 彫 鍾 姦彫
人

男89710311.548854.430634.1

女806759.345856。827333。9

言1'1,70317810.594655.557934.0

生 活 程 度 ノ標 準 ハ牧 入 又 ハ貯 蓄 ニ ヨ リ テ生 活 シ

爾 飴 裕 ア ル モ ノ テ 上 ト シ、 牧 入 二 依 リ テ生 活 シ

得 ル モ ノ ヲ 中 トシ、 叉 牧 入 二 依 リテ 生 活 困 難 ナ

ル モ ノ即 チ 中 以 下 ノ絵 裕 ナ キ 階 級 テ 下 トセ リ
、

而 シ テ余 ノ調 査 ニ ヨ レバ 結 核 死 亡 者 ノ生 活 程 度

別 二於 テ ハ 男 女 トモ 中 二多 ク、 次 ハ 下 、 上 ノ順

ナ リ。 。

B奈 良縣3年 間結核死亡者頭髪濃薄別

性別 難 難 叢同魂 欝 同%難 薮同%
人

男92140043.428330.723825.8

女83442250.622827.318422.1

言†墜1.75582246.651129.142224.2

即 チ頭 髪 濃 ノ方 二 結 核 死 亡 者 多 キ テ 見 ル ベ ク次

ハ 薄 、 並 ノ順 ナ リ.

生活程度及嗜好物 け 關係

第 十 五 章

A奈 良縣3年 間結核死亡者敏育程度別

性 調萱 無敏育 尋小卒 高小 卒 中女學 高專死 大學 死別
人員 死亡鍛 死 亡籔 死 亡鍛 死亡数 亡鍛 亡籔

人 同%同%同%同%同%同%

男797272354378756
(3・4)(29・5)(54・8)(10・9)(O.6)(0.8)

B奈 良縣3年 間結核死亡者嗜好物別

鞭 醗 額 甦雛糠 霧 鵬 好魏鍍好
同%同%同%同%

男367651515113

女139

(17・7)(41・1)(13.9)(3.5)(18.8)(4.9)

4

乱:2.9)(12。2)

同%同%

6918

言t50669

(13・6)(33・2)(10・5)(4.7)(28.5)(9.5)

即 チ男 二於 テハ1煙 草、2甘 物 、3酒 、4酒 黄

併 用 ・ 女 二於 テ ハ1甘 物 、2果 物 、3煙 草 ノ顧

ナ リ、 男 女 ラ通 ジテ煙 草嗜 好 者 二結 核 死 亡者 多

キ ラ知 ル ベ シ。

172117530

(1・4)(8・0)(53.9)(21.6)

168532414448

教育程度及運動選手り 開係

女71451264344

(7・1)(36.9)(48.2)

葺†1,51178499781

(5。2)(33。0)(51。7)

5320

(7.5)(0.3)(0)

14076

(9。3)(0.5)(0.4)

帥チ男女 トモ高等小學校程度二多 ク.次 ハ尋常
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小學校、中學及女學校、無教育等 ノ順 ナリ。

B奈 良縣3年 間結核死亡者蓮動選手別

女手

4

0

0

2

1

0

0

0

選男手

5

6

3

0

2

1

1

1

選

グソ

別
歩

道

球
球

二
道

力

泳

種

ソ

動

徒

劒

野

庭

ラ
柔

角

水

運 十
・
9

6

3

2

3

1

1

1

き
獅

バ レ_ホ ㌔ ル101

砲丸投101

其 他415

計26833

調 査 人 員2,078人 中 、 蓮 動 選 手 ハ男25人 、女8

人 、 計33人 ニ シテ総 数 ノ1.59%二 過 ギ ズ、 而

シテ之 テ蓮 動種 別 二観 レバ男 二於 テ ハ劒 道 二最

モ多 ク徒 歩、 野 球 之 二次 ギ、 又 女 二於 テハ 徒歩

二多 ク庭 球 之 二次 グ。

第十六章 家族感染關係

A奈 良縣3年 間結核死亡者、本人號病前
二於クル家族及親戚問ノ結核有病者

有病家族名

父力租父
"組 母

母方租父
鱒 祀母

父
母

兄

弟
姉

妹

夫

妻
同居者

計

男 女

23

01

42

13

236

1617

2322

137

1026

106

3

3

32

10898

計%

52.4

10,5

62.9

41.9

2914.1

3316.0

4521。8

209.7

3617.5

167。7

31.5

31。5

52.4

206

調 査 入 員2,078人 中 、 家 族 感 染 關 係 ヲ有 ス ル モ

ノハ206人 ニ シ テ総 撒 ノ9.82%二 當 リ而 シテ感

染 關 係 ハ兄 弟 間 二最 モ多 ク、 親 子 間 之 二次 ギ,

夫 婦 聞 ハ比 較 的 紗 ナ シ、

罹病 家族名

父力組父

,,覗 母

母方組 父

B奈 良縣3年 間結核死亡者、本人登病後
二於ケル家族及親戚内ノ結核罹病者

計男 女
22

,,組 母

父

母

兄

弟

姉

妹

夫

妻

同居人
計

¶
ム

ー

5

0

0

の
"

鋼0

1
義

¶上

噌五

ー
ム

轟04

1

8

4

6

8

2

2

2

4り0

ー
ム

ー
ム

6

18

14

8

認

2

2

3

80

%

2。5

0

L3

1。3

0

7。5

22.5

17.5

10.0

2S。8

2.5

2。5

3.8

即チ感染關係ハ兄弟間二最 モ多 ク、親子間之二

次ギ、夫婦間ハ比較的勘 シ。

第十七章 総 括

1.昭 和4、5、6-3年 間 奈良 縣 二於 ケル結 核 死

亡 者 ノ實 激 ハ3,00dr人 ニ シテ1年 車均1,001

人7、 其 ノ人 口萬 封死 亡 卒 ハ16人75ナ リ。

2・ 右3年 間全 國結 核 死 亡 李均 、人 口萬 封 比18

人94二 封 シ、 奈 良 縣 ハ2人19紗 クー 道 三府

四 十三 縣 中第 三 卜位 二在 リ。

3.右 死 亡 卒 ハ 市郡 別 二比 較 ス レバ市 部 二高 ク

(人 口萬 封32人8>、 郡 部 二低 シ(人 口萬封13

人5>。

4・ 死 亡 卒 ノ性 別 比 較 二於 テハ 男 二多 ク(人 ロ

萬 封16人0)、 女 二低 シ(人 口萬 封14人2)。

5・ 奈 良縣 二於 ケ ル結 核 死 亡 ノ市 郡 別 高 率順 ハ

1奈 良 市(人 口萬 封32人8) 、2山 邊 郡(人 口

萬 封30人2)、3宇 智郡(人 口萬 封18人4>、

4吉 野 郡(人 口萬 封14入0)、5高 市 郡(人 口

萬 封12人9)ノ 順 ナ リ。

6・ 奈 良 縣 二於 ケル結 核 死 亡 ノ市 町 村 別 高 卒 順

へ1、 丹 波市 町 で人 口萬 封6ζ 人9>2、 二 階
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堂村(人 口萬 封44入2)、3・ 丹 生村(人 口萬

封38人3)、4・ 下 田村(人 口萬 封37人9>、

「〉.奈 良 市(人 口萬 封32人8>ノ 順 ナ リ、 丹 波

市 町 ノ特 二多 撒 ナ ル ハ全 國 ヨ リ集 來 セル天 理

教 信 者 二結 核 死 亡 多 キ爲 ニ シテ頗 ル注 目 スベ

キi現象 ナ リ トスe

7・ 奈 良 縣 ノー一一般 死 亡 ハ人 口萬封194人7ニ シ

テ全 國 不 均190人6ヨ リモ高 久 叉 奈 良 縣 一一

般 死 亡 百入 封 結核 死 亡7人7・ δハ全 國 卒 均9

人94ヨ リモ紗 ナ シ。'

8.奈 良 縣3年 間結 核 死 亡者 ノ病 類 別 其 ノ高率

順 、 男 二於 テ ハ1・ 肺 結 核(7L2%)、2・ 腸

結 核(6;2%)、3・ 喉 頭結 核(4・6%)、4・ 肺 浸

潤(3・8%)、5.結 核 性腹 膜 炎(3・0%)ナ リ、

叉女 二於 テハ1肺 結 核(70・9%〉 、2・ 腸 結 核

(8・3%〉、3・ 結核 性腹 膜 炎(5・1%).4・ 肺 浸

潤 β・4%)、5・ 結核 性謄 膜 炎(3。2%)ノ 順 ナ

リ、 即 チ男 女 トモ肺 結 核 ハ7劇 以 上 テ占 ム.

9・ 奈 良 縣3年 間結 核 死 亡者 似 下 コ ノ語 テ略

ス〉ノ職 業別 ハ男 二於 テへ1.無 職(38.5%)

農…耕 業(10.4%)、3・ 物 品販 費 業(8・0%〉 、4.

被 服 身 ノ廻 リ品製 造 業(4.6%〉 、5.土 木 建 築

業i(3。9%)、6。i蓮 輪i業 丈2.8%)、 女 二方全テ ハ

1.無 職(70。9%〉 、2.農 耕 業(11。6%)、3 .

織 維 工業(3.7%)、4.被 服 身 ノ廻 リ品製 造

業 、5.物 品販 費 業(2。7%〉 、 家 事 使 用人(1・8

%)ノ 順 ナ リ。

10・ 死 亡年 齢 別=男 女 ト モ21歳 乃至25歳

(25・8%)二 最 モ多 ク、 次 ハ16歳 乃至20歳

(21・4%〉、26歳 乃 至30歳(16・7%)、31歳 乃

至3δ 箴(8・4%)、36歳 乃 至40歳(6・6%〉 ノ順

ナ リ。

11・ 駿 病 年齢 別=男 二於 テ ハ21歳 乃 至25歳

(25.4%)e16歳 乃 至20歳(23.9%)、26歳 乃

至30歳(15・0%〉 ノ順 ナ リ、 女 二於 テハ16歳

乃 至20歳(28.1%)ガ 第 一一位 ニ シテ 男 ト異 ナ

リ次 ハ21歳 乃 至25箴(22.7%)、26畿 乃 至

30歳(16.2%)ノ 順 ナ リ。

12.死 亡 月 別=男 女 トモ10月 二最 モ多 ク、次

ハ男 二於 テハ1月 及7月 、9月 女 二於 テハ3

月、8月 ノ順 ナ リ、 死 亡季 節 別 ニ ス レバ 春 、

秋 、 冬 、 夏 ノ順 ナ リ。

13。 嚢 病 ヨ リ死 亡迄 ノ 経 過 年 月数 別=男 二 於

テハ1年 ご牛以 内 〈1・5。2%)、1年 以 内(9。8%)、

2]年以 内(7・2%)、 女 二於 テ ハ1年 牛 以 内(19.8

%)、1年 以 内(19.0%〉 、6ケ 月 、以内(8・1%)

ノ順 ナ リ、 男 女 ヲ通 ジテ1年 孚 以 内 二最 モ多

ク次 ハ1年 以 内 ナ リ。

14・ 褒 病 場 所 別=本 籍 地 外(縣 外)二 多 ク 死 亡

絡 激 ノ57.1%ヲ 占 メ其 ノ府 縣 別 高 劉 順ハ1.

大 阪府(52.4%〉 、2・ 京 都 府(7・7%)、3・ 和

歌 山縣(7・5%)、4・ 三 重縣(5・7%〉 、5・ 兵庫

縣(4・4%)、6・ 東 京 府(4・2%〉 ナ リ、 死 亡場

所 ハ本 籍 地 内(縣 内)二 多 ク死 亡絡 撒 ノ94・3%

テ古 ム。

15・ 右縣 外 登 病 者 ノ病類 別 へL肺 結核76・7

%、2・ 腸 結 核5・6%、3・ 肺 浸 潤 又 ハ結 核 性

腹 膜 炎3・3%、 結 核姓 謄 膜 炎2.7%、 喉 頭 結

核2・6%ノ 順 ニ シテ 又職 業別 ハ、1.無 職 業

42。3%、2.農 耕 業8。7% 、3・ 物 品販 費 業

5・8%、4・ 被 服 身 ノ廻 リ品製 造 業4。2% b5.

織 糸淫工 業2・9%ノ 郷頂ナ リ。

16.禮 型 別=男 女 トモ 細 長 型 二多 ク 死 亡縮 撒

ノ70.1%テ 占 メ、肥 満型19.1%、 中 肉型10.8

%ナ リ.

17.頭 髪 濃薄 別 一男 女 トモ 濃 二多 ク 死 亡 数 ノ

46・6%テ 占 メ次 ハ薄29 .1%、 拉24.2%ナ リ。

18.生 活程 度 別=男 女 トモ 中 二多 ク 死 亡縮 籔

ノ55・5%テ ㌫ メ次 ハ下34 .0%、 上 】0.5%ノ

順 ナ リ。

19.嗜 好物 關係=男 二於 テハ 煙 草 嗜 好 者 二 多

ク41・1%テ 占 メ、次 ハ菓 子類18 .8%、 酒17.7

%・ 又 女 二於 テハ菓 子 甘物 類53.9%、 菓物 類

2L6%、 煙 草12.2%ノ 願 ナ リ
。

20・ 教 育 程 度別=男 女 トモ 高 等 小 學 校 程 度 二

最 モ多 ク死 亡縮 籔 ノ51.7%テ 占 メ、次 ハ尋 常

小學 校33.0%、 中學 及 女 學 校9.3%、 無 教 育

5。2%ノ 順 ナ リ。
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21・ 蓮動選手關係=男 二於 テハ剣道選手二多

ク、徒歩選手之二次 ギ、女二於テハ徒歩選手

二多 ク、庭球之二次 グ.

22.家 族感染關係輿螢病前及登病後 トモ兄弟

姉妹間 ノ感染贔モ多ク、親子聞之二次 ギ、夫

婦間ハ比較的砂 ナシ。

要 スルニ、奈良縣 ノ結核死亡率ハ全國中位 ニア

リ、全國中最低位 タル茨城縣二比 スレバ人口萬

封傘二於テ・3人19多 ク、 叉最近敏洲先進國 ノ

入口萬封死亡奪10人 以内二減 ジタル成績二比

較 スレバ未グ遙 二高卒 ニシテ結核 ノ豫防及撲滅

上尚 ホ施設改善 スベキ所紗ナカラズ。

而 シテ今同 ノ余 ノ統計的観察 ノ結果 ハ他府縣 ノ

其 レニ比 シ特別 ノ差異ナキモニ、三特種 ノ町村

二於 テ結核死亡者 ノ特 二多 キ事及縣外螢病者 ノ

多 キ事等ハ豫防上地方的 二特 二注意 スベキモノ

ナリ、又山間部 二於 テ3年 間全 ク結核死亡者 ナ

キ束里村 ノ如キハ今後特 二注意 スベキナリ。
　

終二臨 ミ、今村荒男博士 ノ御懇篤ナル御指導御

校閲 ト、税所亥二郎博士 ノ御助言 ト、調査 二當

リ種乃便宜 ト援助 テ賜ハ リシ奈良縣下各警察官

蚊縣衙生課有志二深謝 ス。
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抄 録

BeitragezurKlinikderTuberkulose,Bd.84,H.5.1934.

ゴ

血 中 酸 素訣 乏 症 ノ臨 躰 的 蛇 二化 學 的検 索

HW.KnippiRg,AlfredKochumdGerhardMa・

tthiessen(Hamburg):KlinischeundChemische

UntersHchungentiberdieAnoxamie.

著 者 ハ血 中酸 素 鉄 乏 症 ノ種 々ノ型 二就 テ、臨 肱 上 ヨ リ

観 察 ンテ、酸 素 療 法 ノ特 別 適 懸 症 ヲ誘 導 セ リ.

1)先 ヅ酸 素 ノ歴 力 ト中間 化 學 作 用 間 ノ 關係 ヲ見 ル ニ

2)「 カ,レteニ ー ル」化 合 物(r"7レ ボ キ シー一}tZJ基 ヲ含

ム有 機 酸)ノ 全 量 ヲ、 特 二fカ ル ポ ニ ー 」レ」酸 ヲ、 例 ヘ

バ 「ヒ ドラ)yオ ソjト シテ 分 離 ス ル方 法 二yVバ
、

3)強 イ筋 肉勢 働 後 ノ健 康 人 ノ「カル ボ ニ ー ルJ化 合 禮

ド カ,レポ ニー ル酸 ノ全 量 ヲ、 測 定 シテ、一 ツ ノ分類

ヲ得 タ。

4)帥 チ健 康 人 二就 テ、 其 ノ最 大 血 液 循 選 及 ビ肺 能 カ

ニ關 シ、試 験 セ ル ニHamburg市 臨 駄磐 家 ノ獲見 ニ ヨ

ル方 法 ヲ最 良 ト思 フ。

5)帥 チ血 液 中 ヨ リ、主 ナ ル 「ヒ ドラ ツォソ」量 ヲ分 離 ス

レバ、特 二集 積 法 二依 ラズ シテ100coノ 血 液 中 二50mg

ア ル事 ヲ知 ル。

6)而 シテ勢 働 等 ニ ヨ ツ テ、 異 状 二代 謝 力・進 行 セ ル場

合 ニ ハ此 ノ「ヒ ドラツd一ン」ハ、 其 ノ低 イ沸騰 鮎 ノ爲 二

逃 レテ終 フ、 故 二之 ハ得 タ ル 舵 ドラツォソ」混 合膿 ノ

組 成 ノ重 要 ナ ル動 キ ヲ表 ハ ス。

7)勢 働 ノ爲 ニ ハ、 多 分 全 「ヒ ドラツォソコ膣 ノ培 加 、

郎 チ 甚 シイ代 謝 ノ昂進 ノ・認 メ ラ レヌ.

8)勢 働 二 讐ツ テ衰 弱 シ、 且 ツ他 方 乳 酸 が激 塘 ス レバ

共 ノ結 果+シ テ、ドカル ボ ニーつレ」酸 ノ増加 が謹 明 出 來

Jt!0

9)肺 臓疾患、心臓疾患、糖尿病、腎臓機能 不全、高

度 ノ酸素乏飲症 二就 テ全 「カルボニー?レ」化合盤 ト「カ

ルボニー ル」酸 トノ割 合 ノ墾化 ヲ見 ルニ、 「カルボニ

ール」債 ノ最 モ高 イノハ
、循選系 ト無 關係 ノ呼吸器障

碍 ニヨル酸素敏乏症 ト、代炭機能 ノ亡失 シタ糖尿病 二

最 モ甚 シイ。(三 紳抄)

流 行性感 冒 ノ肺結核患者 ノ臨淋及 ビ血 液 ノ症 歌

二及 ボ ス璽 化 昌就 テ

LadislausMandel(DebreceninUngam):Oberden

EinfluBderGrippeaufdieklinischeundhamatolo・

gischeGestatuRgdesKrankheitsbildesderLungen・

tuberkulose。

流行 性 感 冒 ガ肺 結 核 患 者 二及 ボス 影 響 二就 テハ、流 行

性 感 冒 ノ流 行 ノ ア ル度 々、從 來種 々 ノ試験 ガ行 ハ レ タ

ル モー 定 シタ結 論 ハ得 ザ リ キ。嘩著 者 ハ1933年2月 ヨ

リ4月 迄 ノ、感 冒 流 行 時 二次 ノニ 項 目 二就 テ、 即 チ結

核 患 者 ノ臨 駄 上 ノ攣 化 ト血 液 諸 朕 二 及 ボ ス 影 響 トヲ

見 タ リ。

其 ノ第 一 血 液 二及 ボス 観 察 ノ＼

A.流 感b血 液 像=就 テ見 レバ

廣義 ノ詐 結 核 患 者(進 行 性 デ ナ イ者 ハ)流 感 ノ爲 二、大

禮 一様 ノ血 液 像 ヲ表 ハ ス 、 郎 チ強 度 ノ 白血 球 墳加 、高

度 ノ中性 白血 球 墳 加 、 殊 二 核 形 左 方 推 移 ヲ 來 シ、叉

Schilling氏 ノ流 感 ノ 中毒 ナ リb云 フ、 退 行性 ノ白血

球 像 モ時 二 見 ラ レ ル.相 當据 ガ レル進 行 性 結 核 患 者 二

於 テ モ、 亦 同様 二総 テ ノ例 二、白血 球 増 加 ハ確 定 的 ナ

リ、唯 異 ル鮎 ハ恢 復 期 二入 ツ テ モ、 若 イ中性 白血 球 消

失 ガ無 イ事 デ、而 モ之 が流 感 罹 患 前 ニ モ比 シテ、 多 イ

事 が ア ル、此 ノ場 合 病 勢 ハ多 ク ノ・進 行 シテ居 ル、 淋 巴

球 増 加 ハ非 常 二僅 少 ニ テ、而 モ肺 結 核 ガ活 動 性 ナ ラ バ

其 レダケ少 ナ ク、 假 令 淋 巴 球 墳 加 が ア ツ テ モ、速 二肺

結 核症 状 ニー 致 ス ル程 度 二減 少 ヌ ル。

B・ 流 感 ノ血 球 沈 降 速 度 二及 ボス 影 響 ヲ見 ノレニ
、 大 禮

1・ 健 康 巻 叉 ハ極 メ テ輕症 ノ肺結 核 患 者 二 於 テ へ 流

感 ノ影 響 ハ認 メ ヌ.

2.併 シ肺 結 核 が重 症 ナ レバナ ル 程 流感 ノ爲 二
、 沈 降

速 度 ハ促 進 サ ル程 度 が著 シク、殊 二 患 者 ガ濃 出型 ナ,レ

時 ハ、 極 メ テ護 シ.

共 ノ第 二、 臨 脈 上Mリ 見Vバ 大 膿 次 ノ 結 果 ヲ得 ル ナ

リ⇔

1・ 結 核 患 者 ト健康 者 トノ流 感 ノ罹 病 率 ハ殆 ソ ド同様

ナ リ。

彦



抄

2・ 潜 在 性 結 核 患 者 二於 テ モ、 健 康 者 二於 テ モ、 同様

二流 行 性感 冒 ノ爲 二、新 シイ肺 結 核 ヲ生 ズ ル ヲ見 ル、

3・ 大 多 籔 二於 テ、 堆殖 型 肺結 核=ハ 重 要 ナ ル障 碍 ハ

無 カ リキ。

4.之 レニ反 シ、 浸 出型 肺 結 核 患 者 ・・感 冒罹 患 ノ欝 二

共 ノ1L25%ハ 、 相 當 酷 シ イ攣 化 ヲ來 ス、 故 ニー 般 二

云 バ レル様 二油噺 ハ出 來 ヌ.

5・ 其 レ故 二感 冒叉 ハ之y=似 タ症 状 ノ病 氣 ノ流 行 時

ニハ 大 イ ニ注 意 ス ペ 久 そ1三々間激 推 進 ヲ來 シ叉 ハ初 期

浸潤 ヲ殆 ス.

是 等 ノ 目的 ニ ハ血 液 症 状 が大 イ ニ役 立 ツ。(三 紳 抄)

胸 廓 内 結 核 ヲ有 ス ル 小 見 ノ 「レン トゲ ン」像 二於

テ肋 骨 肋 膜 炎 後 二残 ル邊 縁 性 線 状 陰影 二就 テ

KurtNi'ssel(Waldesheim):VberpleuritischeRa-

ndlinienalsResidueRCostalpleuritischerProzesse

imR6Rtgenbi!deder .intrathorakalenTuberkulose

desKindesalters.

一般 二胸 廓 内結 核 ヲ 有 ス ル 小 見 ガ 肋 骨 肋 膜 炎 二患 ツ

タ場 合 其 ノ残 留 物 トシテ、邊 縁 性 線 朕 £レ ン トゲ ソj像

ヲ表 ハ ス事 ノ、、往 々ア レ ド是 等 ノ、圭 トシテ陳 藩 性 、 漿

液 性 、 繊 維 素 性 、 肋 骨 肋 膜 炎 二多 イ、 著 者 ハ30人 ノ

患 者(男 見21人 、 女 見2人)二 就 テ 見 タ}レニ。2.7%

二之 ヲ謹 明 ・y得タ其 ノ内男 見3.7%、 女 見1.7%ニ テ

男 女 〉モ右 側 二 多 〃、 内4例 ハ肋 膜 肥 厚 ア リキ。

(三 紳 抄)

結 核 罹 病 率 卜死 亡 率 、殊 二以 前 閉鎖 性 結 核 ナ ル事

明 ナ リシ モ ワ ガ開 放 性結 核 ヘ ノ移 行 二就 テ

J.E。Kayser-PetersenundM.R釜der(Jena)二Vber

VerXnderuRgeninderTuberkulosemorbidit廷tund・

Mortalit乞tmitbesonderBerticksicht・igungderaus

bereirsbekanneRGeschlosseneRTuberkulosenen・

tstehendenoffenenTuberkulosen.

L1918-1932問 ノJena二 於 ケ ル肺 結核 症 ノ攣 化 。

1)昨 年 吾 々ハ新 シク罹 病 セル 開放 性肺 結 核 患 者 ノ減

少 、及 ビ開放 性 肺 結核 患 者 ノ實 轍 ノ減少 シツ ・アル ヲ

知 レ リ、其 レニ モ關 ラ ズー 方 病 院 ヤ 其 他 ノ治 療 所 二於

テハ、開 放 性 結 核 ハ増 加 ノ傾 向 ア リ.叉 健 康相 談 所 二

於 テ モ、 堆 加 シツ ・ア リ.

2)併 シ死 亡 率 、 即 テ死 亡 数 ト罹 病 数 ハ減 退 シツ ・ア

リ。

3)JeRa市 二於 テ ハ、昨 年 中開 放 性 肺 結 核 数 ハ、1年

間 ノ肺 結 核 死 亡 数 ノ4.8倍 ア リキ。

録
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4)開 放 性肺結核小 見籔 ハ、15-20歳 ノ 成人結核 患

者数 同襟 二、最近10年 間減少 シツ ・ア リ、 成 人結核

全膿 ニテハ、女子 ノ罹病敬 ハ減少 シ、之 レニ反 シ男子

ノ罹病籔 ハ増加 セ リ.

5)開 放性結核 ノ死亡率 へ 女子 ハ男 子3リ 多 シ、昨年

中ニテノ・30～40歳 ノ女子 ノ死 亡数 ノ墳加 ヲ見タ リ。

6)開 放性結核 ノ感染能力 ノ持績期間 ハ 亭均 珊 年 ナ

リ。

7)開 放性 結核 患者 ノ豫 後ハ年毎 二良 クナ ル。

皿.從來 閉鎮性結核 トシテ 知 ラ レタル 者 ノ開放性 ヘノ

移行 ノ壇加。

健康相談所 デ既 二閉鎖性結核 トシテ診噺 サ レタ者 ガ、

漸 次新 二開放性結核 二移行ス ル薮 へ 年 々堪加 シツ ・

アI」ト報告サvテ 居 ル、 而 シテ1933年 度 ニノ・開放 性

結核 ノ牛数 ガ之 ダ ト云 ハ レテル。 併 シ、 此 ノ増加 ハ

1932年 迄 ハ健康相談所 デ保護 シテタ、 閉鎖性結核 患

者数 ト大燈亭行 シタ モノデ、此 ノ就會 二封 スル注意深

イ保護管理 ノ結果b思 バ レル、然 ル ニ1932年 ヨリ

1933年 二至 ソテ急激 ナル増加 ヲ來 シタ。 吾 々ハ塘殖

性繊維性肺尖加答見、郎 チ其 レ以上 二症状 ノ進展 ナク

トモ既 二 開放 性 デ 経過 中悪牝 ナ ク トモ菌 ヲ散 布 スル

モノ ト、老 人 ノ肺尖加答 兇 ノ様 二強度 ノ退行憂成的傾

向 ヲ有 ス ルモノ トヲ、匿別 セネバナ ラヌ、此 ノ邊行璽

成 的型 ノ結核 患者ハ比較的豫 後可良 ニテ、適 當 ノ時期

二種 々ノ検査方法 ヲ 磨用 シテ保 護管理 ス レバ最後迄

開放性 ニナラズニ濟 ム。(三 赫抄)

前側方3リ スル胸廓成形術 ノー新 法 呂就 テ

W.Leiner(Roma:)CbereinneuesVerfahrenei・

neranter◎-lateraleftThorakoplastik.

呼吸 ノ爲 二運動 ノ最 モ激 シイ部分 ヲ除去 シテ、肺 ノ安

静 ヲ保 ツ爲 二次 ノ場所 力●最 モ適切 ナ リ、郎 チMonaldi

氏 ノ設 二從 ッ テ 直角蓮動蚊 二 水李蓮動 ノ最 モ盛ナ鮎

へ 胸 廓 ノ大盟前方 ニ テ僅 二側 方二向 ツタ場 所 ニテ胸

廓 ノ下方 ニナルニ從 テ 側方 へ 少 シヅ ・外wv,(Linea

dominante)e

手術方法 ハニ次的 二行 フ、最初 ハ第5番 目esり第8番

目 ノ肋骨 ヲ切除 ス7v、次 二第1ヨ リ第4番 目迄 ヲ、鎮

骨下副胸骨線 二副 フテ切除 スル第1肋 骨ハ全部、第2

肋骨 ヨリ第4肋 骨 ハ軟骨部 ヨ リ腋 下線 二至,V殆 ソ ド

全部 ヲ切 ル・第5肋 骨以下ハ10-5αm位 宛漸次少 ナ

クスノレ・肋膜 ・穫 ス方 が豫後 ノ・良 イ、叉豫 メ横隔膜紳

経撚 除術 ヲ行 ツテ後成 形術 ヲ行 フ事 モ良 イ。(三紳抄)
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結 核 素 因 卜遺 傳

KurtSchrenpf(Westf):Tllberkulosedispositionund

Erblichkeit.

1・ 墜 生 見 ノ結 核 二關 シテ へ 從 來 結核2igth二 就 テ

渣 傳 的 素 因 ガ關係 ス ル トナ ス設 ト、 他 二之 二反 シ、周

国 ノ状 況 ヨ リス,レ 感 染 二從 フベ キ トナ ス 訊 トア リ。

此 ノ中何 レヲ可 トス ル カ、即 チ結核 二關 シテ遺 傳 ガ何

程 ノ意義 ヲ有 ス ル カ ヲ 謹 慷 立 テ ル 事 ハ 絵 リニ根 標 薄

弱 デ アル故 二著 者 ハ10組 ノ罹 病 セノレ墜 生 見(6組 ハ

「ソ ベ ル ク リ め 陽 性)ヲ 集 メテ研 究 シ タ
。

2・ 一 方叉129人 ノ乳 見、185人 ノ小 見 、7214人 ノ小

學 生 、2384人 ノ成 人 二就 テ、 結 核 猶病 二 封 ス ル 逡 簿

ノ意 義 ヲ研 究 シタ所 、

a.傳 染 二封 シテ、 遺 傳 的 二何 等 特 有 ノ附 著性 ハナ イ。

b・初 期 感 染経 過 ノ輕 重 二就 テハ、 素 因 ノ 程 度 ヲ除 外

シ テ決 定 出來,レ。

¢ 成 人 猶 病 ノ頻 度 二關 シテ ハ遣 簿 的 素 質 ハ關 係 ナ イ。

d・個 々 ノ臓 器 ノ遺 傳 的素 因 ハ認 メルe

e・後 年 期 號 病 ノ時 期 二 關 シ テ ハ 逡 傳 的 素 閃 が多 少 關

係 ス ル ラ シ。

f・結核 患者 ト共 二 生活 シタ リ、 叉患 者 ノ家庭 ノ後斎

ニハ遺傳的素因 ハ認 メヌ。

3.盟 格 ト結核 二就 テ見 ルニ、

a.結 核罹病 ノ雨親 ヨ リ4三レタル 者、叉 ハ潜在 性傳染

ニ ヨル等 ニテ子供 ノ 均禮 ノ ー般登育獣 態及 ビ饅格ニ

ハ何等 ノ影響 ナ シ。

b.腺 病質 ノ型 ノ人 モ潜在性傳染 ニ ヨツテ 生 ズルニ非

ズ,

C.腺 病質型 ハ結核 二封 シ、・非常 二早 イ獲病牲 ヲ有 シ

テル、併 シ特 二甚 シク禮格 が薄弱 ト云 フノデ ハナ イ、

勿論筋骨逞 シイ型 ハ結核 二封 シ有利 ナ リ。

4。 翼性結核及 ビ之 二類 シタ病 氣 二關 シテハ、未 ダ遺

傳學 的二、實際上何等 ノ成績 が無 イ、唯例外 トシテ、

健康者叉 ハ極 メテ輕症 者二就 テ ノミ研究 サ レテ居 ノレ、

凡 テ ノ重症 結核 二就 テハ、傳染 ノ危瞼 ガアル ト云 フ事

カ ラ、其 ノ子孫 ノ結 婚ヤ分娩 ヲ避 ケ シムベキデアル、

其 レ故殖民政策上、我 々國民 中腺病質 ノ者 ノ結婚 ヲ可

成避 ケ レバ、延 イテハ結核患者 ノ減 少 ヲ來 ス、一方叉

.結 核撲滅 ニィ・凡 テノ薬刺 ノ助 クモ借 リネバナ ラヌ。

(三紳抄)

ZeitschriftfarTuberkuEose.Bd.66 .H.3/4,1932.

肺 上葉 充填 後 ノ初 期 殻 果 二就 テ

W。KremerundJ.Beitz:Anfangsresultatenach

Oberlappenpl(》mbierung.、

著 者 ノ・1928-1931年 二 至 ル4〃 年 間 二、べ 一 リッツ療

養 所 デ肺 上 葉 空 洞 性 結核 患 者 二行 ツタ 充 填 施行 例49

例 ニ ツ イ テ ノ統 計 的観 察 ヲ報 告 シテ わ レ。著 者 ノ意 見

トシテ近 來、Plombierung二 關 ス ル 報 告 ノ・ナ イ事 ノ・

ナ イ が統計 的観 察 ノ報 告 が ナ イ。然 ル ニ カ ・ル療 法 ノ

数 果 ノ良 否 ハ 統 計 的観 察 ニ ヨ ツテ 始 メ テ 決 定 出 來 ル

モ ノ デ アル ト信 ズ ル故 汽 数 ハ少 数 テ・ハ ア ンレが敢 テ コ
の

ノ報 告 ヲ爲 ス モ ノ デ ア・叶 言 ソ テ居 ル
。次 デ充 填 ノ治

療 機 轍 適 慮 症 二 關 ス,儲 家 ノ 意 見 ヲ蓮 べ、Ope・a-

tiQnstechnik?含 併症 、治 療 数 果 ニ ツ イテ総 摺 的 考察 ヲ

ナ シ タ後 、自己 ノ實験 例 ヲ報 告 シテ ヰ ル著 者 ハ原 則 ト

シテ胸 廓整 形 術 ノ不 可 能 ノ者 ヲ選 ンデ ヰ,v
。Opera・

tionstechnik及Plombenmasseノ 製 法 ハ全 クSauer・

bruch氏 法 ニ ヨ リ、 充 填 量 ・・大 盟350Ccm .時 二500

ccmデ アツ タ。 ソ ノ結 果 、49例 中、3例 ハ手 術 後 旬

日 ナ ラ ズ シテ死 亡、爾3例 ニハ 雨側 二充 填 シタ。 牛 年

カ ラ3ケ 年 ノ観 察 期 間 中、Pl◎mbendurchbruchノ 起 .ツ

タ ノハ1例 デ、1ケ 年 以 上 襯 察 シタ22例 中、10例 ニ ハ

喀 疲 中結 核 菌 ノ溝 失 ヲ見 タ ト云 ツ テ居 ル。而:yテi著 者

ノ・以 上 ノ結 果 ヨ リ讃 者 諸氏 ハ 自 ラPlombenoperation

ノ良 否 ヲ決定 出菊 レダ ラウ ト云 ツ テ、朗 確…タ ル意 見

・述 べ テ居 ナ イ。(隈 部 抄)

肺 結 核 症 患 者 二於 ケルS.H.G.・DiatJSC験

W.Kremer,RCobetundG .Frischbier:Erfa・

hrungenmitderS・H・G .-DiatbeiLungentuber-

kUlose.

著 者 等 ハ以 前 、 ≦ 一 リッソ療 養所 デ行 ツ タS .H.G.-

DiatKurデ 良 好 ナ療 養 数 果 ヲ得 タ(Kremer
,Med.

Welt・1931・1・Nr・11) ・然 ル ニ ソノ後 、結 核 專 門家 間

二肺 結 核 患 者 ニ ハS」1 .G.Di5tハ 敷 果 ガ ナ イ ト云 フ

意 見 ガ行 ・・レテ居 」レノti・・.Sauerbruch氏 ノ指 導 ノ下

デ・著 者 等 ハ コ ノ問 題 ヲー 暦 明 ラ カニ セ ンガ タ メ再 ビ

本實 験 ヲ行 〃 ほ フ テ居 ンレ.食 餌 ・・He,man,d。 ㎡er

法 二則 リ・ 調 理 ・・Sauerbruch氏 ノ好 意 デ雇 入 レ
、患

者 二 ・'S・H・G・ ・Diatノ 他 二Mineral・gen ,Ph。sphe一
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rlebertranヲ 投 與 シ タ。 患 者総 籔22人 、 封 象 群.12

人.コ ノ各 々二就 テ非 常 二詳 細 ナ臨 肱 的 、 一ヒ線 學 的 諸

検 査 、蛇 ピニ経 過 二關 ヌ ルー 覧 表 ヲ多籔 示 シ、 次 デ各

検 査 成 績 ニ ツ イ テ考 察 シタ結 果 、S。H.G.-Di5tハ 調

理 サ へ 上 手 ニス レバ、重 症 患 者 デ モ充 分 食 ペ ラ レル ノ

ミナ ラ ズ、 ソ ノ費用 モ、普 道 食 ヨ リ極 ク僅 力高 イ ノ ミ

デ ア ル。S・HG・Diatノ ・重 症 滲 出牲 肺 結 核 患 者、 及

ビ腸 結 核 患 者 ニハ 敗 ハ ナ イ が、塘 殖 姓 、 塘 殖 性 硬 結 性

患 者 ニア ツ テ ハー 般 症状 ノ輕 快 、喀 疾 量 ノ減 少 、 肺 病

髪 ノ速 カナ硬 化 二 数 が ア,レ 赤 血 球 沈 降 反 旛 ハ 殆 ソ ド

凡 テ ノ例 二於 テ最 初 ハ壌 加 ス ル が、直 チ ニ減 少 ス ル。

コ ノ原 因 ハ明 ラ カニ ・・解 ラ ナ ィ が、S.H.G.-Diat二

3ツ テ、確 カニ 勇膣 ニ ア ル髪 調 が起 ツ タ事 ヲ意 味 スル

モ ノデ ア ル。 コvヲ 要 ス ル ニ、S.H.G.・Diatノ ・肺 結

核 治 療 ノー ツ ト シテ 試 ム ベ キ モ ノ デ ア ル ト 云 ツ テ 居

ル。(隈 部 抄)

結 核 環 境 ニ アル 見童 二關 ス ル績 報

EmstSeifert:WeitereErgebnisseeinerUmfrage

tiberdieVerhaltnissebeiKindemintuberkuloser.

Umwelt.

本 誌1931年 、BaRd.1.HeftI二 濁 逸 結 核 相 談 所 二於

ケ ル 、結 核 防 止 事 業 中 央 委 員會 ニ ヨ リ企 圖 サ レタ、 結

核 環 境 ニ アル 小 見 ノ 運 命 二 關 ヌノレ 調 査成 績 ガ報 告 サ

Vテ 居 」v。 ソ ノ結 果 、 結 核 罹 患 、及 ビ號 病 二最 モ重 大

ナ影 響 ヲ有 ス ル モ ノハ、環境 ノ衛 生 的諸 關 係 、 次 二曝

露 期 間、次 二感 染 ノ強 弱 デ ア ル ト云 フ重 要 ナ結 論 二達

シテ居 ル.ソ ノ後 爾 ソ ノ企 テ ヲ諸 所 ノ結 核 相 談 所 ト共

同 シテ纐 績 シテ行 ヒ、 小 見 ノ ソノ後 ノ経 過 、及 ビ新 二

調 査 シタ2レ結 果 ヲ本 論 文 二於 テ報 告 シ テ ヰ,V、 調 査 方

法 ノ・各 小 見 二 「ツ ・,es7t,tクリン」検 査 ヲMoro,Pirqllet,

Intracutan/3方 法 ヲ以 テ施 行 シ、 次 デ曝 露 期 間 、感

染 ノ強 弱 二關 ス ル表 ヲ掲 ゲ、各 項 目 二關 シテ批判 シ タ

結 果 次 ノ結 論 二到 達 シタ。第1同 調 査 見童 敷723人 中

321人 ヲ再 検 査 シ、 此 度 新 二調 査 シ タ数 ハ607人 デ ア

ル。 即 チ今 マ デノ調 査 延人 員数 ハ 合 計1330人 コノ調

査 二参 加 シタ相 談 所 ハ30ケ 所 デ ア 〃。 結 核 罹 患 、 蛇

ぜ 二蛮 病 二重 大 ナ 影 響 ヲ有 ス ル モ ノハ 第1同 報 告 二

於 ケ ル ト同様 、環 境 ノ衛 生 的諸 關係 デ アツ タ。 即 チ、

良 好 ナ ル衛 生 的 環 境 ノ小 免 死 亡 傘 ・・2.6%デ ァル ニ反

シ非 衛 生 的 環境 ニ ア ル小 見 死 亡 率 ハ9。4%デ ア ル.以

上 ノ事 實 ヨ リ結 核相 談 所 ノ仕事 ノ 目的 、引 イ テハ相 談

所 ノ如 何 二 重 要 デ アノレカ ト云 フ 事 ヲ著 者 ハ 強 調 シテ

録 【第 欝 巻

ヰ ル ゆ(隈 部 抄)

家 兎 二於 ケ ル氣 胸 實 験 報 告

A.Heymer:ExperimentelleUntersuchungenitber

PneumothoraxbeiKaninchen.

本 論 丈 ハ實験 的 氣 胸 二 關 ス ル 諸 家 ノ實 験 報 告 例 ヲ詳

細 二記 載 シテ ア ツ テ、著 者 自 身 ノ實験 ヲ"レ 等 諸 々 ノ

實験 成 績 ト比 較 考 察 シテ ア ル。著 者 ハ實 験 動 物 トシテ

家 兎 ヲ用 ヒ タ。犬 ハ縦 隔 蜜 ヲ「がス」ガ通 過 シ易 イ タ メ

ト。Mediastinalflattern/gejVタ メ用 ヒナ カ ツ タ。 家

兎 ハ 雨 側 性 氣胸 ニ ヨ ク耐 工得 ル。 實 験 二際 ン テハ、出

來得 ル 限 リ人 間 二於 ケ ノレト同 様 ナ條 件 ニ ス ル タ メ 、家

兎 ヲ押 ヘ ツ ケ タ リ、 麻 酔 醐 ハ 用 ヒズ、(爾 姿 勢 、麻 酔

鮒 ハ 呼 吸、 脈=搏 等 二攣化 ヲ及 ボス)實 験 者 ノ膝 ノ上 デ

行 ツ テ キル。 實験 ノ諸結 果 即 チ、 呼 吸 徽 ノ攣 化,肋 膜

腔 内墜 力攣 化 ヲ多 籔 ノ圖 表 ヲ以 テ 示 シテ ヰ ル、爾 本 論

文 ハ ム ジ ロ綜 説 的 報 告 ノ傾 向 が ア ル.(隈 部 抄)

非 特 異 性 物 質 及 ビ 結 核 菌 混合 物 ヲ 以 テ 感 染 セ シ

メ タル實 駿 的 叢吉核

W.A.LubarskiundA.F.Korshiuskaja:Experi・'

mentel!eTuberkulosebeiIBfektionmitTuberke1-

bazillenimGemischmitunspezifischenStoffen:

著 者 等 ハ先 ヅ上 記標 題 ノ 事 項 二 關 ス ル 諸 家 ノ實 験 虹

ビ ニ報 告 ヲ簡 略 二記 シタ後 、著 者等 ノ實 験 ノ 目的 、研

究 方 法 ヲ記 述 シテ ヰ ル。實 験 ノ目的 ハ結 核 菌 ト局 所 反

旛 一 即 チ浮 腫 、寝 潤 、 白 血 球 集 合 等 一 ヲ起 ス物 質 ヲ同

時 二投 與 シ テ結 核 二 感 染 シタ 海 猿 が ドノ 期 間生 存 ス

ル ヵ更 二實 験 的結 核 ノ経 過 二 封 ス ル コ レ 等 物 質 ヲ作

用 機 韓 ヲ知 レ事 デ ア ァレ。 實 験 方法 ハ40頭 ノ海 狸 ヲ各

10頭 ヅ ツ4群 二分 チ、 第 一 群 ニ ハ1.5mgノ 弧 毒 結 核

菌 、 第 二 群 ニ ノ・1・5mgノ 結 核 菌 ト同時 二SaponiR,

第 三群 二 ・・1・5mgノ 結 核 菌 ト5mg/Ca1.Chloratum,

第 四群 ニ ノ・1・5mgノ 結 核 菌b1.5mg/Staphyl《)・

kokkenvakzine(Standard;Milliarde)ヲ 以 テ 感 染 セ

シメ タ。 ソノ結 果 洛 群 ト礎 豫 群 ヨ リ長 期 間 生 存 シ

且 結 核 病 竈 自 均 モi封 象 群 二 於 ケ ル モ ノ ヨ リ遙 カニ良

性 デ ア ツ タ。 最 良 ノ結 果 ヲ 示 シタ ノノ・第 四 群 デ ア ツ

タ、生 存 期 間 ガ長 ク良 好 ノ成 績 ヲ得 タ原 因 ハ注 射 部 位

二於 ケ ル結 核 菌 ノ駿 育 が阻 止 サ レタ タ メ デ アル、結核

菌 ノ毒 力 が弱 ソ タ タ メ カ 否 カバ 今 後 ノ實 験 二依 ラ ネ

バ解 ラ ナ イ事 デ ア ル ト云 フテ ヰ ル。(隈 部 抄)

F撞chtlgeLungeninfiltrateニ ツ イ テ

J.Leitner:VberflttchtigeLungeninfiItrate.

σ
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著 者 ノfitichtigeLungeninfiltrateト ノ・短 期 間 ノ間 二

消 失 ス ル浸 潤 ノrト デ、斯 ル浸 潤 ガ結 核 性 ノ モ ノ デ ア

ル限 リ、諸 大 家 ガ種 々 ノ・名稽 デ コ ノ寝 潤 ヲ呼 ソデ ヰル

コ トヲ記 シ、 次 デL6Merノ 興 味 ア ル仕 事 ヲ輩 二引用

シテ キ ル。然 ル後 二著 者 ノ経 験 例2例 二就 テ、上 線鴇

眞 及 病 歴 ヲ揚 ゲ テ、批 判 シテ ヰ2レ。コ ノflitchtigeInfi-

ltrierungノ 結 核 性 ノモ ノ カ或 ハ 非 特 異 性 ノ モ ノデ ア

ル ヵ ト云 フ類 別診 噺 ・・甚 ダ困難 デ ア ノ叶 云 ッ テ、診 断

二必 要 ナ 諸家 ノ意 見 ヲ7ケ 條 ニ シテ示 シタ後 、喀 疲 中

ノ結 核 菌 陰性 「ツベ ル ク リ 巧 反 慮 陰性 、丁 度 ソノ 時

起 ッタ非 特 異 性 ノ何 カノ感 染 が アル場 合 ヘ ソ 壇 受潤

ハ 恐 ラ ク非 特 異 性 ノ・モ ノデ、非 常 二症 状 ノ少 イ非 定 型

的 ナ肺 炎 デ アラ ウが、然 シコ レデ 全 ク結 核 性 ノ浸潤 ヲ

否定 シ得 ル モ ノデ ハナ イ ト云 ツテ ヰ ル。血液 像 ニ ハ特

別 役 二立 ツ攣 化 ノ・認 メ ラ レナ イ事 ヲ記 シ タ後 、カ ・ル

寝 潤 ノ・三 線 學 的 二 屡 く槍 査 ンタ ラ 可 成 ク多 イモ ノデ

ア ラ ウ ト云 ッ テ ヰ ンレ。(隈 部抄)

濾胞 性 扁 桃 腺 炎 二績 幾 セ ル特 異性 肺 浸潤

LudwigVajda:SpezifischeLungeninfiltrationennach
●

Tonsillitisfollicularis.・

著 者 ・・先 ヅー般 的 二Gaumenmandelノ 機 能 ニツ イテ

意 見 ヲ ノベ、 扁 桃 腺 ト結 核 ノ 關 係 二 言 及 シ、Stra.

ssmam,Broca.Wall,Weller,Lewinetcノ 統 計 的 研

究 ヲ引用 シ、扁 桃 腺 ノ結 核 ハ 稀 ノモ ノデ ハ ナ イ が、 臨

駄 的、肉眼 的 二診 漸 下 ス ノハ難 シイ ト云 ツ テ ヰル。 然

ル後=著 者 ハ コ ノ2年 間 二 濾 胞 性 扁桃 腺 炎 二績 號 シ

タ結核 性 肺浸 潤 ノ間 二 或 ル 關 係 ヲ認 メ得 ル3例 ノ患

者 ニ ッ イ テ病 症 、経 過 等 ヲ詳 細 二記 載 シテ、 且 ソ ノ相

關 關 係 ヲ病 因論 的 二批 到 シテ居 ル。次 デ 扁桃 腺 ト頸 部

淋 巴 腺、 上 鎗 骨 窩肋 膜 、肺 等 トノ淋 巴腺 ノ解 剖 學 的 關

係 二就 テ、 著 者 ノ慮 メ ニ慮 ジテDebrecen解 剖 學 研 究

所 助 手Dr・EmerichTorδ ノナ シタ 上 述 諸 淋 巴腺 間

ノ模 型 圖 表 ニ ッ イ テ説 明 ヲ シテ ヰ ル,コ レニ依 レバ 、

扁桃 腺 ト肋 膜 、肺 間 ニ ノ・淋 巴腺 ノ交 通 ア ル事 ヲ認 メ、

極 ク稀 ニ デ ハ アル ガ、扇 桃 腺 カ ラ直接 肺 二傳 染 ノ起 リ

得 ル可 能性 ヲ認 メ タ後 、結 論 ト シテ急 性 濾 胞 性 扁桃 腺

炎 ノ場 合 扇桃 腺 ヲ合 シテ 淋 巴行 性 二 直 接肺 ヘ ノ結 核 ・

性 傳染 ガ アル事 ヲ述 べ テ ヰル。(隈 部 抄)

皮 膚 「ア レル ギ ー」卜結 核 治 療

HansStein:Hautahe蜜gieuhdTUbetikulGsetherapie

著 者 ハ先 ヅ皮 膚 ノー般 的 生理 作 用 、内臓 疾 患 ト皮 膚 ノ

關係 、 徽 毒 銀 塗 布療 法 ノ機 輔 カ ラ、結 核 二於 ケ ル皮 膚
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「ア レル ギ ー」ノ問題 二 關 ス ル 諸 家 ノ意 見 ヲ批 到 ンタ

後 、「)),;・・s・tJyクリ1ソ」療 法 二言及 シ、 最 後 二Tuberkuli-

nsalbe特 ニ ソ ノー種 タ ルSa薮tuben二 關 ヌ;レ從 來 ノ

報 告 例、及 ビ自家 経 験 例 ヲ紹 介 シ ソノ結 果 ハ甚 ダ良 好

デ ア ソ タ ト云 ツテ ヰ ル.(隈 部 抄)

肺 結 核 患 者 二於 ケ ル徽 毒 診 断 、維 過,療 法 ニ ツ イ

テ

K翫heScholz:L肥sdiagnGstik,・Verlaufund。Therap絶

beiJ..ungentuberkulose.

著 者 ・・Meinicke及 ビWassermannノ 徽 毒 検 査 法 二

就 テ簡 軍 ナ意 見 ヲ述 べ テ、自 己 ノ経 験 例 ヲ報 告 シテ ヰ

ル。 即 チ1927年 以來 、 患者 二 規 則 正 シ クM.Tb.R

ヲ行 ッ タ.検 査 ・・毎 月1同 、50人 一60人 ノ患 者 二行

)>liFr。Extraktノ ・弱 イ モ ノ弧 イ モ ノ雨 者 ヲ用 ヒタ。最

初 ノ間Extraktヲ 絵 リ冷 却 シ過 ギ タ タ メ 恒 常 的 ナ 成

績 ヲ得 ラ レナ カツ タ が、過 度 ノ冷 却 ヲ シナ クナ ツ テ カ

ラ恒 常 的成 績 ヲ得 ラ ノレレ様 ニナ ソ タ ト云 ツテ ヰル。検

査 回轍 ハ全 艘 デ大麗3500同 、陽性 率 ハ約1.4%デ 、コ

ノ陽性 率 ハ 從 來 肺結 核 治 療 所 カ ラ 報 告 サ レテ ヰル 率

ト大 禮 同 ジデアル。次 デ著 者 ハ 自己 ノ経 験 例 ニツ イテ、

血 清 學 的、 臨 脈學 的 方面 カ ラ種 々 ノ観 察 、考 察 ヲ ノ飛

MTb・R・ 輕 費 ノ低 廉 、 手技 ノ簡 軍 †黙 カ ラ小 研 究

室 二於 ケル徽 毒 検 査法 トシテ用 フ ベ キ 便 値 ア リ トシ、

MTb・Rノ 非 特 異 的 陽性 ハ重 症 肺 結 核 患 者 ニ ハ起 ル

ガ、稀 ナ事 デ アル ノ ミナ ラズ、 實 際 的 ナ治 療 問 題 トシ

テハ 問題 ニ ナ ラナ イ ト云 ツ テ ヰ ル。 且、徴 毒 患 者 ガ結

核 二罹 患 シ易 イ特 殊 ナ素 質 ヲ有 ス ル或 ハ、コ ノ逆 ノ設

ハ 敦 レモ承 認 シ得 ナ イ事 ヲ記 シ タ後
、肺結 核 治 療 所 二

於 ケ ル徽 毒 血 清 検 査 ノ必 要 、 且、徽 毒 治 療 が肺 結 核 治

療 上 必 要 ナ ル 事 而 シテ 徴 毒治 療 ハ 肺 結核 症 ノ病 勢 二

依 ツ テ行 フペ キ事 、徽 毎 治 療 二依 ル肺 ノ局所 反 磨及 ビ

盟 温 上 昇 ノ ア リ得 ル事 ヲ11…意 シ テヰ ル。(隈 部 抄)

肺 結 核 患 者 ノ静 脈 墜 二 關 ス ル賓 験

RolfFischer:UntersuehungentiberdenVenendruck

beiLungentuberkulose。 ・

著 者 ハ 自己 ノ考 察 シタ 静 脈 歴 測 定 法(Verhandlungen

derDeutscheGesellschaftftirinnereMedizin ,Wie-

sbaden1930,S・334)ヲ 用 ヒ、 男 子 約50人 ノ 患 者 ノ

測 定 ヲ行 ソ タ。

女 子 患 者 ハ 月経 等 ノ 生 理 的 現 象 ノタ メ 血 管 系 統 二墾

調 ヲ示 ス タ メ 除外 シタ。 測 定 ノ結 果 、肺 結核 患 者 バー

般 二健 康 者 二比 較 シテ静 版 血 屋 ハ高 イ、特 二新 シ ク感
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染 シ タ者 叉 、滲 性 傾 向 ノ著 シ イ=者ニ ア リテ ハ 著 明 ナ充

進 ヲ示 ス 赤血 球 沈 降 反 慮 ト静 脈 血 歴 トノ間 ニ へZF行

關 係 が成 立 シテ ヰル。 静 脈 血歴 ハ豫 後判 定 、病 勢 ノ輕

重 ノ診 噺 ニ ハ大 シタ意 味 ハ ナ イが、著 明 ナ充 進 ヲ示 ス

血 歴 ハ 豫 後 不良 ト思 ワ レル.肺 結 核 患 者 ノ静 脈 歴 充

進 ノ機 韓 ハ 軍 ナル静 水 學 的 動機 二 依 ルモ ノデ ハ ナ ク、

所 謂toxischeWirkungニ ョ,レモ ノ ト考 ヘ ラ の レ ト云

ツ テ ヰ ル,(隈 部 抄)

家 兎 二於 ケ ル細 菌 血 二就 テ

LSchapiro:Unter$uchungeniiberBazitlamiean

Kaninchen(nachderL6wensteinschenMethede)

著 者 ハ 最 初 二結 核 症 二於 ケ ル細 菌 血 症 二關 シテ、從 來

ノ諸 訊 ヲ概 括 的 二 記 シ、然,レ後 二、 レ ウ.ス タ イ ン氏

法 二言 及 シ テ ヰル。次 デ著 者 ノ・1932年 ノAmer.Rev.

Tbc.26,4二 獲 表 シ タ 自家 報 告 ヲ引用 シ、 コ ノ實 験 カ

ラ、 二 三 興 味 アル鮎 ヲ號 見 シタ ノデ、此 度 ノ實 験 ヲナ

ス ニ至 ツ タ事 ヲ噺 ツテ ヰ ル。

實 験 動物 ハ家 兎、 牛 型 菌 ヲ静 脈 内 『注 射 シ、一 定 期 間

ノ後 、心 臓 ヨ リ血 液 ヲ探 取 シ テ コ レヲ培 養 シタ。 ソ ノ

結 果、著 者 ハ大盟 次 ノ如 キ結 論 ヲ得 タ。 人 間 ノ流 血 中

カ ラハ レウヱンス タ イ ン氏 法 デ ハ結 核 南 ノ培 養 ハ不 可

能 デ ア ツタ 飢 強 ク結 核 二感 染 シタ動物 ノ血 液 カラ ハ

凡 ユ ル 時 期 ニ モ結核 菌 ガ培 養 、謹 明 シ欝 ル。 而 シテ結

核 菌 ノ場 殖 ス ンレ}伏態 ヲ見 ル ト、病 勢 ノi進ム ニ從 ヒ墳 埴

状 態 が不 良 トナ ツ テ行 ク.諏 ノ原 困 ハ、幾 多 ノ議 論 ノ

存 ス ル所 デ アル ガ、恐 ラ ク ハ、 結 核 菌 ノ塘 殖 ヲ阻 止 ス

♪レ流 血 中 ノ何 等 カ ノ條 件 二鯖 ス ペ キデ アル。ソ ノ何 等

カ ノ條 件 ハ、菌 自饅 二 關 ス ル モ ノ カ、 將 叉 血 液 中 ノ モ

ノ ニ 關 ス,レ カ バ不 明 デ ア ル。 次 二細 菌 血 症成 立、蚊 ビ

ニ ソ ノ存 績 期 間 ハ 細 菌 ノ 量 ヨ リ寧 ロ毒 力 二 依 ル モ ノ

デ ア ラ ウ ト云 ツテ ヰ ル。(隈 部 抄)

Zeitschrift缶rTuberkulose,Bd.67,H.1/2,1933. ●

「ア ン シュタル ツ」救 護 及 ビ作 業 後 救 護 ノ新 形 式

Emst愈Brieger:NeueF◎rmenderAnstaltsf轍rsorge

undArbeitsnacbftヒrsorge.

「ア ン シユ タ ル ッ」救 護 ト後 救 護 ノ綜 合 ハ
、完 全 ナ ル治

癒 ヲ誘 致 シ、叉 ハ 充分 ナノレ治 癒 ガ達 シ得 ラ レナ イ場 合

ノ程 度 ヲ安 定 サ セ、叉 疾 病 ノ再 獲展 ヲ療 養 ニ ヨ ツテ妨

ゲル企 圖 二存 ス ノレ、之 ヲ行 フニ ハ結 核 患 者 ノ作 業 關 係

ヲ規 則 的 ニス ル贋 大 ナ組 織 が必 要 デ ア ル。結 核 患 者 ノ

作 業 ・・不 具 者、盲 人 等 ノ作 業 ト同 様 ナ保 護 ノ下 二行 ハ

レ ネバ ナ ラ ヌ.作 業 カ ノ弱 イ結 核 患 者 ノ大 部 分 が扶 助

サvナ イ間 ハ 「ア ソ シユ タ2レ ツ3救 護 ノ 組 成 ヨ リ登達

シ來 ツ タ牛 開放 救 護 ノ設 備 が建 設 サ レネバ ナ ラ ヌ。

(中 田抄)

早 期 澄 潤 ノ形 態 學 雄 二 成 立檬 式 二關 ス ル知 見 補 邊

RudorfMischkowsky:BeitragzurMorphologieund

EntstehungsweisedesFriihiRfiltrates.

2例 ノ鎮 骨 下 浸 潤 ノ解 剖 像 ヲ記 載 シ、其 成 立方 法 ヲ述

べ テ居,レ。

此 報 告 例 ハ肺 初 期 愛 化 群及 ビ肺 外 結 核 病 竈 ノ他 二、限

局 性 而 モ定 型 的 位 置 即 チ鎮骨 下領 域 二、輩 一 或 ハ群 立

ノ病 竈 ガ存 在 シテ 居 タモ ノ デ ア2Y。 此2例 ノ内1例 ハ

既 二臨 秣 上 二鎮 骨 下浸 潤 ト診 噺 サ レタ モ ノ デ ァル 。

其1例 ハ19歳 ノ女 性 デ、 左 肺 二1個 ノ病 竈 が ア リ、

り

其 局所淋 巴腺 ニモ亦同》 古サノ淋 巴腺結核 がアツテ、

初期愛 化群 ノ像 が見 ラレル.此 病竈 ハ石灰 化 シ、之 二

通 ズル氣管枝粘膜上皮 ノー部分保存 サ レテ居 ル場合、

其虞 二石灰化 シタ乾酪物質 ヲモ有 シテル.

右肺 ノ結核病墾 ト鎮骨及鎮骨下部 二 限局 セ♪レ病竈群

デ アルel㍉/ソ トゲ ソ」學 的ニモ、亦 解剖學 的 二薄 キ刀

割 ヲ入 レテ概摺 的二 調 ベテ モ 之以外 ニハ病 竈 が見當

ラヌ。此撒布竈 ハ全盟 トシテ略 ζ小 馬鈴薯大 デ、共範

園 内 ノ病竈 が一諸 ニナツタモノデ アル.是 等 ノ内、乾

酪化 シ且 ツ被嚢 ヲ有 スル古 イ病 竃 が目立 ツテヰルガ、

共 内ノー ツハ氣管枝披張 ノ内二在 ル。此氣 管枝 櫨張 力

ラ氣管枝 ガ肺門部 二向ツテ開通 シテヰル。顯 微鏡的 二

見 ル ト、寝潤部特 二氣管枝 内ノ乾酪 竈 二、 著 シイ器質

形成 が見 ラレル。叉此部 ノ殆 ン ド総 テ ノ氣 管枝横噺面

及 ビ乾酪竃周園 ノ 周局炎暦 二 幼若 ナ結締組織 ガ見 ラ

レ ノレゥ

本來 ノ解剖學的肺尖部 ニハ 新鮮 ナ 結核結 節 ヲ有ス ル

非常 二細 イ肋膜癩痕 がアル.肺 臓攣 化ノ他 二、重 篤 ナ

ル雨側結 核性1刺夙管炎 ト、廻腸 下部 ノ限局性腸結 核 ガ

アル。之 ハ嘲夙管 ト癒著 ジテル。顯微鏡 的ニハ此腸部

二壇殖性病竈 ト漿膜竈 トがアル。

以上 ノ所 見 カラ鎖骨 下浸潤 ノ成立様式 ヲ考ヘ ル ト、第

一 二此浸潤 ハ初感i染竈 デノ・ナイ。 第ニ ニLoeschke二
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yツ テ詳細 二記述 サ レタ下行性結核症 デモナイ。何 ト

ナ レパ肺尖部 ニハ 細 イ腓砥艦及 ビ1個 ノ粟粒結核 ガ

アル ノ ミデ古 イ病竈 ヲ猷 イテヰル。右肺 ノ最 モ古 イ病

竈 ハ明 二鎖骨下病憲 デアル.

初感染竈或 ハ 其局所淋 巴腺或 ハ 叉結核性痢帆管炎 カ

ラノ血 行性肺播種 ヲ絶封的 二 除外 ス;レコ トハ 出來ナ

イが、是等 血行性肺播種 ヲ重要硯 シシナ イ。

ソ・コデ外 因性重感染 ノ可能性 が残 ツラ『ヰテ、之 モ除外

スルコ トハ出來 ナイが、次 二蓮 ブル襟 ナ解 繹 ガ翼二近

ク且 ツ無理 ノナ イ トコロデア ラウ.

郎 千 上記左肺初感染竈及 ビ 右肺頒骨 下浸潤 二於 ケル

肉眼的及 ビ組織學的所 見ハ 氣管枝 二 意義 アルコ トヲ

示 シテル。ソコ.デ右側鎮骨 下覆潤 ハ絶封 的 トハ云 ヘナ

イが、初感染 ヨ リ來 のレ氣管枝性播種 ト見倣ス が至當

デアノレo

第ニ ノ例 ハ29歳 ノ女性 デ、 ㌧ 〆ソ トゲ ソ」検査 デ臨肱

的二鎮骨下浸潤 ト診漸 サ レタモ ノデアル。

解 剖上右肺 ノ上葉 ト下葉 トノ境界 二、白墓化及 ビ石灰

化 セル初感染竈 がア リ、其局所淋巴腺ナノレ氣管分岐 腺

二同襟 ナ病攣 がアル。

左肺 デハ結 核性墜 化ハ 肺尖 カ ラ3横 指 ドノ部分ノ ミ

見 ラ レノレ。肺尖郭デハ胸壁 ト輕 イ癒著 が在 ル ノミデア

ノレ¢

此 左肺ノ浸潤 竈iヲ連 績切片 ヲッ クリ、種 々ノ染色法 デ

共乾酪竈 が 氣管枝性 力或 ハ 血行 性 デ生 ジタカ ヲ決定

セ ソ トンタが、決定 的 ノ結 果 ヲ得 ラレナカツタ
.然 シ

其浸潤竈内 ノ小 ナル病竈 ヲ裁 パ ト、動脈 ハ例外 ナ シニ

乾酪竈 ノ被 嚢 ノ外 ヲ走 ツテ;レ。ぐ徽 ノ乾酪竈 ガー群 ヲ

ナシテノレ慮 デハ、是等 ノ病 竈ノ間 ヲ無傷 ノ揮 力繊維壁

ヲ有スル動脈 が走 ヅテ居 テ、動版側枝ハ病 竈 ノ内二見

ナイ。 反之乾酪竈内 二、蝿 力繊維標本 デ見 ノレト非 常二

廣 イ・且 ツ種 々二破壊 サレテル管 ノ分岐 が在 ル。之 ハ

管内二爾存 シテル細胞性滲 出ノ 逡幾及 ビ塵挨細胞 ノ

存在 ニヨツテ、 撰張 匂 レ氣管枝 分枝 デ乃 レコ げ 解

♪レ。 而テ此小病竈 ハ播 種部位及 ビ古 サニ於 テ、他 ノ大

病竈 卜同標 ノモノデ アル。ソつデ左肺 ノ浸潤竈 ハ氣管

枝性 ノモノ ト解稗 シテ 滋カラウ。

然 シ此浸潤竈 が初感染竈 カラノ 内断 鎌旙 種 デアルカ、

外 因性再感染 デア'レカバ匿別 スルコ トが出來 ナイ.

是等2例 ノ所 謂早期浸潤 ハ氣管枝性 二起 リ、其 内1例

ハ瞬 染竈 ガ魏 デ ア;ぬ トガ恐 ラク殿 デアラ ウ
。

而 テ早期浸潤 が肺尖 カラ獲 生ス ル ト云 フ事 ハ確實 二
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除 外 サ の レ。 ・.中田抄)

天竺 鼠 及 ビ家兎 ノ自然 結 核 感 染

A,Calmette;Diespontanetuberkul6seInfektion

desMeersehweinchensllnddesKaninehens.

天 竺 鼠 及 ビ家 兎 ノ 飼 育 中蛇 二 研 究 室 櫨 二 於 ケ ノレ自然

感 染 ノ頻 度 、次 デ 自然 感 染 ノ條 件 蛇 二其 病 理 解 剖 ガ諸
り

家 ニ ヨツ テ研 究 サ レ、天 竺 鼠 及 ビ他 ノ結 核 症 二過 敏 ナ

ル動 物 ノ結 核 感 染 及 ビ免疫 ノ登 達 ・・、牛 及 ビ人 類 ノ結

核 症 ト隔 ンレモ ノデ ハ無 イ事 が明 レナ ツ タ。

此 事 實 ヲ今 迄 見逃 シテ來 タ原 因 ハ.結 核 診 噺 ヲ速 二決

定 セ ソが爲 二、細 菌 含有 材 料 ノ大 量 ヲ天 竺 鼠 二接 種 ス

ル習 慣 ト、動 物 ヲ軍 二倣 ケ 月間 観 察 ス ル ニ過 ギ ナ イ習

慣 二存 ス ル。斯,レ場 合 ニ ハ非 常 二緩 慢 二獲 展 ス ノレ自然

感 染 ノ例 ヲ見 出 ス コ トが出來 ナ イノ デ アノレ。

此 自然 感 染 ニ ヨ リ生 ズ ル病 型 ・・、接 種 ニ ヨ リ起 ノレ ト讐

ロ ノ病 型 ト明確 二匠 別 サ レル.自 然 感染 ノ病 型 ・・人 類

特 二 小 見 ノ場 含 二見 ラ レノレ病 型 ト 非 常 二近 似 シ テ;レ

即 チ肺病 竈 ノ・屡 ζ空 洞 ラ件 ヒ、肺 門 腺 ハ 硬 髪 或 ハ乾 酪

化 シ、腸 間膜 淋 巴 腺、 肝 臓 、 腎臓 及 ビ後 腹 膜 淋 巴 腺 ノ

攣 化 ハ輕度 デ、脾 臓 ハ稀 二攣 化 ス ル。 幼 若 ナ 動 物 デ ハ

關 節 或 ハ骨 結 核 症 ヲ見 出 ス。屡 ζ病 理解 剖 學 的攣 化 が

肺 臓 二限 局 ス ル コ トカ。ア ノレ.

天 竺 鼠 ノ自然 感 染 ノ場 合、菌 株 ハ牛 型 菌reリ モ人 型 菌

ノ方 が多 イ。 反 之 、 家 兎 ノ場 合 ハ牛 型 菌 ノ方 が 多 イ。

諸 家 ノ研 究 報 告 ニ ヨツ テ、自然 感 染 ハ以 前 二考 ヘ ラ レ

テ居 タ ヨ リモ頻 繁 二起 ッ テル事 が解 ル。 叉、自然 感 染

ハ殆 ド常 二氣 付 カ レズ ニ濟 ソデ 了 ウ事 ガ ワ 加 レ
。何 ト

ナ レバ研 究 用 詔 薗 類 及 ビ 其 他 ノ 過 敏 動物 ハ 人 類 ノ場

合 ト同標 二、或 ル期 間 ノ後 初 メ テ現 バ レル。 而 テ此 期

間 バー 股 二接 種 動物 観察 期 間 ヨ リモ 長 イ カ ラ デ ア;レ。

叉 自然 惑 染 ハ人 類 二於 ケ ル ト同様 二、或 ハ進 行 性 結核

症 ヲ起 シ誠 ・・免疫 性 ヲ ソ ク炉 ア の レギー ノ状 態及

ビ再 惑 染 二野 ス ル抵 抗 力 ヲ惹 起 ス ル コ トガ 出來 ル
.

(中 田 抄)

BCG菌 株 ノ生 物 學 二就 テ

A。1.T◎gunowa:ZurBiol◎giedesBCGStammes .'

著 者 ハBCG培 養 ノ 分 離 現 象 ヲ 形 態 學AeJ=研 究 シ、

叉 聚 落 及 ビ培 養 ノ毒 カ ニ關 ス ル研 究 ヲ爲 シタ、分 離 實

験 二特別 ノ 方法 ヲ 用 ヒタ ノ デ ハ ナ ク、 著 者 ノ用 ヒタ

BCG菌 株 ガ同様 ノ菌 ヲ含 有 シテ ル カ
、 叉 墜 化 ス ル可

能 性 ヲ持 ツ テ ル カ ヲ知 リタ ク、叉 他 ノ毒 力 強 キ異 株 ヲ

BCG培 養 二用 ヒタ培 養 基(rグ リセ リゾ」馬 鈴 薯
、 脆
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汁 馬鈴 薯 、Sauton・milieu)上 デ、 分 離 ス ル コ トが出來

ル カ ドウ カニ興 味 ヲ持 ツ タノ デ ア ル
。

種 々ノBCG培 養 ヲ用 ヒ、Petr6ffノ 培 養 基 デ分 離 實

験 シテ ミタ トコ ・、 或 ル2、3ノ 聚 落 型 ノ 繁 殖 シタ ノ

ヲ見 タ.其 聚 落 型 二、3ソ ノ基 本 型 が ア ツテ、 第1ノ ・

髪 ノ ア ル偏 李 ナ型 デ、之 ニ ハ更 二AトBト ノ匠 別 ガ ア
の

ル.第2ハ 高 キ髪 ノ アル 型 デ ア ル。第3ハ 圓 イ卒 滑 ナ

型 デ アルe是 等3種 ノ型 ハ 何vモ 弱 イ毒 力 ヲ有 シ テ

ル。 次 デ 聚 落 ノ毒 力 ハ 如何 ナ ル 性 質 ヲ有 ス カ ニ就 キ、

著 舌・・23種 ノBCG聚 落 ヲ97匹 ノ 天 竺 鼠 、10匹 ノ

家 兎 ヲ用 ヒテ試 験 シテ見 タ。 浮 游 液 ヲ皮 下 、腹 腔 内、

心 臓 内及 ビ静 脹 内 二接 種 シタ。臨1休的 二病 状 ハ例 外 ナ

シニ良 性 デ、剖 検 上 大 部 分 ハ退 行 期 ノ微 弱 ナ攣 化 或 ハ

無 憂 化 デ ア ツ タ。然 シ圓 形 卒 滑 ナ聚 落 ハ他 ノ聚 落 二比

ペ ル ト遙 二輕 イ攣 化 ヲ示 シタ。(中 田抄)

LLange及 ビPiscatoreニ ヨ リ報 告 サ レタ ル

Ltheck及 ビKie1結 核 菌 株 ノ色 素生 成 二就 テ

R.KrausundO.Koref:t}berdievenLLangeund

PiscatoreangegebeneFarbstoffbildungderTaber。

kulosestiimmeLUb㏄kundKiel.

曇 二KolleハLLange及 ビPiscatoreガ 雨 氏 ノ用

ヒ グ結 核 菌 株 全 部 ノ内Kie!株 ノ ミ)'Sauton培 養 基

デ 強 キ線 染 色 ヲ呈 シタ實 験 ヲ爲 シタ ト報 告 シタ。更 二

Lange及 ビPiscatoreニ ヨ,レ實 験 ハLtibeck二 就 テ

罹 患 或 ハ死 亡 セ ル小 見 カ ラ培 養 シタ菌 株 ハSauton培

養 基 デKie1株b全 ク 同 様 ナ 關 係 ヲ示 シタ。 ソコ デ

Kolle・ ・此 腰 見 ・・Ltibeck事 件 ノ 判 定 二 封 ス ル ノ ミ

ナ ラ ズtSl科 學 的r大 カ レ意 義 ア リ ト考 ヘ タ.何 トナ レ

バ之 ニ ヨ リテ結核 菌株 ヲ統 一 シ
、其特 有 ノ性 状 ニ ヨ リ

他 ノ菌株 カ ラ匠 別 ス ノレコ トが可 能 トナ ッ タ カ ラ ダ ト。

此 事 二關 シLange自 身 ノ・直接 搬 表 ノ・シナ カ ツタ ガ、

然 シLangeノ ・Kiet株 トLitbeck株 ト同一 デ アル ト

認 メ テ ル カ ラ シテ、著 指 ハ此 事 二關 シ追 試 ヲ行 ツ タ ノ

デ ア ル。

實験 ニハ 人 型 菌 株 、 牛 型 菌株 及 ビLtibeck菌 株1及

ゼ 皿ヲSauten培 養 基pH7.2二 培養・シ タ。 ソ レニ ョ

♪レ ト3-4週 後 二表 面 繁 殖 が 良 好 デ、 何 レノ菌 株 デ モ

線 黄 染 色 ヲ呈 シタ。然 シ各壇 養 染 色 ノ程 度 ハ夫 レ夫 レ

攣 ソ テ ヰ ル。

次 二夫 等 菌 株 ニ ヨツ テ 生 ズ2レ 線 色 ノ分 光 像 ヲZeiss

/Pulfrich/Stufenphotometerデ 分 析 シテ ミタ
。

Sauton培 養 基 ソノ モ ノが 既 二肉 眼 デ漸 ク見 ヘ ル程 度

録 【第13巻

二線 色 ヲ呈 シテ ヰ ル ガ、曲線 二於 テ ハ 強 イ青 色 吸 牧 ヲ

示 シテ ル。 此 青 色 吸 牧 ハ定型 的 色 曲 線 デ ハ、多 少 ノ差

ハ ア レ ド培 養 サ レ繁 殖 ニ ヨ リ 強 ク染 色 シタ 培養 基 ノ

青 色 吸 攻 ト蛇行 シテ居 ル。

此 實験 ニ ヨル トLtibeck株 ノ ミナ ラズ 、他 ノ結 核 菌 株

就 中BCG菌 株 デ、 病 原 型 二 墜 化 シ タ モ ノ ニ テ モ、

Sauton培 養 基 二於 テ、鐵 ノ有無 二拘 ハ ラズ 同様 ノ吸

壊 線 ヲ生 ズ ル コ.トが解 ツ タ.・

次 デ 色素 生 成 ハ尚Sauton培 養 基 ノ 性 状 二 原 因 ヲ有

ス ル化 學 的 反 鷹 二 關 係 シ バ セ ヌ カ ト考 へ,固 形 寒 天

Sauton培 養 基・ヲ用 ヒ、之 二諸 種 ノ結 核 菌株 トLtibeck

及 ビKie1株 ヲ培 養 シタ が、繁 殖 後 モ 培養 及 ビ培 養 基

ノ何 レニ モ線 染 色 ハ謹 明 サ レナ カツ タ。

是 等 ノ所 見 二MリLange及 ビPiscatoreノ 色 素 反慮

ニ ヨツ テ、 結 核 菌 株 ヲ 同一 覗 ス ル コ ト・・不 可能 デ ア

ルe著 者 ノ實 験 シタ凡 ユ ル結 核 菌 株 ハ 人 型 、牛 型BCG

及Ltibeck株 、Kie1株 ノ何 レニ於 テ モ、液 朕Sauten

培 養 基 内 デハ、多 少 ノ差 ハ ア レ皆 線 黄 染 色 ヲ爲 ス モ ノ

デ アル。(中 田 抄)

結 核 症 冤 疫 二關 係 ア ルKoch氏 基礎 實 験

H.Selter:DerKochscheGrundversuch.inseiner

BeziehungzurTuberkuloseimmunitat.

1890年R・Kochニ ョ,v「 ツ ベ2レク リ ン」過 敏 性 及 ビ

「ッ ベル ク リソノ 登 見 ハ
、結 核 天 竺 鼠 二結 核 菌 ヲ皮 下

注 射 ス,レ ト、健 康 動 物 トハ金 ク異 ナ ツ タ反 磨 ヲ起 ス ト

云 フ實 験 二慷 ル.

著 著 ハ 既 二1922年 二、 健 康 動物 ニ トツ テ ・・致 死 量 タ

ル小 嶽 デ 皮 下 二 再 感 染 ヲ行 ツタ トコ ロ、 再 感 染 部 二

Kochが 記 載 シタ標 ナ所 見 ヲ見 ル事 ハ稀 デ ア ツ タ事 ヲ

報 告 シタ。此 事 實 ハ近 頃 免 疫 實 験 ヲ行 フ度 二 常 二繰 リ

返 シ諦 明 サ レル事 デ アル。 再 感 染 竈 ガ破 壌 、排 毘 シテ

潰 瘍 が速 二 生 ジ、治癒 ス ノレト云 フ コ ト・・非 常 二 稀 デ ア

ル。 屡 く攣 化 ハ局所 二残 ル。而 ノ ミナ ラ ズ再感 染 動 物

二 内臓 器 官 ハ攣 化 ナ イ ガ
、局 所 淋 巴 腺 ノ腫 大 ヲ見 ル コ

〉ガ屡1デ ア ル.

結 核天 竺 鼠 二於 テ ハ 再 感 染 結 核 菌 ノ 所 在 二關 ス ル追

究 ハ 非 常 二困難 且 ツ不 可 能 ノ事 デ ア ル.之 ハ再感 染 結

核 菌 ヲ確 實 二 初感 染 結 核 菌 ド匠 別 ス1レ事 ガ 出來 ナ イ

カ ラデ アル ゆ

ソ コデ 結 核 罹 患天 竺 鼠 二 他 ノ 徽 菌 ヲ 「ッ ベ ル ク リ ソ」

トー 諸 二叉 ハ 加 ヘ ズ ニ 皮 下或 ハ皮 内 二 注射 シタ.徽

菌 ハ枯 草 菌 ヲ用 ヒタ・之 ハ此 菌 ガ均膿 ノ抗 菌 力 二野 ス
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〃抵 抗及 ビ組織 細 胞 ノ喰 菌 作 用 二封 シ、結 核 菌 ト同 様

ノ關 係 ヲ有 ス ル ヵ ラデ ァル。

此 實験 ニ ヨル ト「ツ ペ ノレク リ 吟 作 用 ノ影 響 下 ニ テ モ、

徽 菌 ハ常 二淋 巴腺 二運 搬 サ レ其 慮 二保 留 サル.叉 「ソ

ベ ル ク リン」ヲ加 ヘ タ 枯 草 菌 接 種 デ ハ、 徴 菌 ノ大 部分

ハ接種 部 二在 ツ テ埋 死 及 ビ 結 痂 ニ ヨ リテ 外 部 二排 出

サ レル。夫 ニ モ拘 ハ ラ ズ徽 菌 ハ1週 後 モ皮 膚接 種 部 二

醗 明 サ レル♂反 之 「ッベ ル ク リ ン」ヲ加 ヘ ナ イ枯 草 菌 ノ

場 合 ハ、徽 歯 ハ皮 盧 カラ清 失 ン、 畢 二局 所 淋 巴 腺 二謹

明 サ レル ノ ミデ ア ル.

次 デ 同様 ナ實 験 ヲ腹 腔 内 二行 ツタ トコ ロ、 「ツ ベ ル ク

リ ソ」二 因 リ結 核 天竺 鼠 ノ腹 腔 内 二生 ジタ強 イ炎 衝 ハ

注 射 サ レ'枯 草菌 芽 胞 ノ 滞 留 二 何 等 ノ影 響 ヲ與 ヘ ナ

イ。 健 康 及 ビ結核 天 竺 鼠 ノ何 レニ於 テ モ、徽 菌 ノ大 部

分 ハ大 綱 カ ラ吸 取 サ レ徐 々二 内臓 器 官 二運 バ ル。

是 等 ノ實 験 カラ シテKoch氏 基 礎 實験 ・・、 結核 免疫

ノ謹 明 二何 等 意義 ヲ有 シナ イ。唯 誤 レル判 噺 ヲ起 ス ニ

過 ギ ナ イ。

Kochノ 基 礎 實験 ハ 專 ラ皮 慮 組 織 バ アv}レ ギー 」攣 調

二關 係 シ、天 竺 鼠 ノ場 合結 核 症 ノ重 症 型 ノ場合 二起 ♪レ

ノ デ アル。而 モ結核 菌 ノ均 膿 内侵 入 ヲ妨 ゲ ル コ トハ 出

來 ナ イ。KGch氏 基 礎 實験 ナル モ ノハ、 再 感 染 結 核 菌

ノ有 敷 ナ ル防 禦 トシ テ ハ償 値 少 ナ キ モ ノ デ アル。

(中 田抄)

結 核 血 清Thanatophthisinノ 天竺 鼠 二於 ケ ル實

駿 的研 究

HansC.Fetzer:TierexperimentelleUntersuchungen

mitdemTuberkuloseserumThanatophthisinam

Meerschweinchen.

Thanatophthisin2試 験 二際 シ、天 竺 鼠 二強 毒 人 型 結

核菌 株3種 ノ混 合物 ヲ接 種 シタ。2群 二分 チ、第1群

ニ ノ・此 接 種 材料 ノ10萬 分 ノ1聴 ヲ、 第2群 ニ ノ・100

萬分 ノ1竈 ヲ0.5耗 ノ蔭 酸 曹 達 二入yテ 注射 シタ。修

酸 曹 達 二於 ケル 結 核 菌 浮 游 液 ハ 結 核 菌 ガ李 等 二分配

サ レ、從 テ暗親 野 二於 テ計 算 が 出來 ル利 鮎 ガ アル。 此

混 合接 種 材料 ・・1彪 二2-3百 萬 ノ菌 ヲ含有 ス ノレ。

此 療 法 ハ感 染 後4週 カ ラ 初 メ タ。10萬 分 ノ1雇 接 種

天 竺鼠 ニ ノ・ThanatophthisiRO.1-4。0蛭 ヲ毎 週1-2

同 皮 下 と注 射 シ、徐 々 二塘 量 シ タ.100萬 分 ノ1竈 接

種 動 物 二 ・・0・1-1・0蛯 ヲ同様 ナ 間隔 デ與 ヘ タ.動 物

ノ・全 部 接 腫 後4ケ 月 以 内 二 廣 汎 ナ ル 淋 巴腺 及 ビ臓 器

結 核 症 デ 死 ンタ㌔
の

録

此 實 験 ノ結 果 ハ 近 來 臨 肱 家 力 ラ 報 告 サ レタ見 解 即 チ

Thanatophthisin療 法 ・・非 特 異 性 刺 戟 療 法 デ、塘 殖 性

結 核 症 ノ或 ル モ ノ ニ ハ作 用 ス ル コ トが出 來 ル ガ、新 鮮

ナ病 機 二於 テ ハ 有 害 二 作 用 ス ル ト云 フ 見解 ヲ是 認 ス

ル事 が出 來 ヤ ウ。但 シ新 鮮 ナ病 機 ノ場 合 ノ動物 實験 ハ

未 ダ行 ツテ ナ イ.(中 田抄)

肺結 核 症 ノCarbien療 法

GustavSchtirmann:Carbi◎nbehandlungderLungen・

tuberku1Gse.

此 療 法 ノ説 明 書 ノ 中 ニ ハ 軍 二 其 成 績 ハ良 好 デ ア ノレ ト

記載 サ レテ ア,レガ、諸 方面 カラ ノ追 試 ニ ヨル ト、 其 良

好 ナ ル成 績 ノ・保 謹 サ レテ無 イ。2、3ノ 除 外 ハ ア ル が、

全 追 試 者 ハCarbion療 法 ノ 既述 ノ方 法 ニ ヨ リテ ハ好

成 績 ノ・得 ラ レナ カ ソタ。 、

著 者 ハ虚 脱療 法 ヲ拒 ソダ 患 者或 ハ 麿 汎 ナ ノレ表面 的癒

著 ガ ア ツ テ、 虚 脱 療 法 が 出來 ナ カツ タ患 者 二Carbion

療 法 ヲ用 ヒ タ。14例 ノ 女 性 患 者 ヲ 取 扱 ツ タ が、 其 内

6例 ハ圭 トシテ増 殖 性 ノモ ノ、δ例 ハ混 合 型 、3例 ハ

圭 ト シテ滲 出型 ノ モ ノデ ア ル.』

塘 殖性 ノモ ノハ全 部 快 方 二向 ヒ、混 合 型 ノモ ノ カ ラハ

5例 ノ内3例 、 滲 出性 ノモ ノ カラ 全 部 が 快 方 二 向 ツ

タ。 悪 化 シタ モ ノ ハ今 迄 ノ トコ ・無 イ。

快 癒 ノ到 定 ・・全 均 朕 態 、「レ ソbゲ ン2、 血 液 及 ビ理 學

的検 査=頼 ソ テ決 メ タ.然 シCarbiOR療 法 二於 テ モ

虚 脱 療 法 ヲ除 イ タ他 ノ療 法 二比 シテ、特 二此 療 法 ヲ推

暴 ス ル程 ノ数 果 ハ認 メ ラ レナ カ ソタ、(中 田 抄)

吸 入 二依 ル刺 戟 艘療 法

W.Pettersson:Reizk6rpertherapiedurchInhalatiGn

諸 種疾 患 蛇 二肺 及 ビ喉 頭 結 核 症 二、非経 口的及 ビ経 ロ

的 二興 ヘ テ敷 果 ヲ得 タ トコ ロノ刺 戟禮 療 法 ハ、更 二進

歩 シテMetallosanヲ 用 ヒテ 吸 入 療 法 ヲ爲 ス ニ 至 ツ

タ。

Metallosanハ 種 々ナ ル 確 實 ナ 刺 戟膿 ヲ、 共 各{ノ ・最

少 量 デ アル ガ、巧 二混 合 サ レテ治 癒 的刺 戟力 ト毒 性 障

碍 トノ境 界 二 立 ソ テ ル モ/デ ア ル.

Verploeghハ 喉 頭 結 核 治 療 ノ場 合 、病 竈 ハ問 漸 ナ キ少

量 ノ刺 戟 量 ニ ヨソ テ治 癒 ス ノレモ ノデ ア ル ト云 フテ ル.

最 少量 刺 戟 量 ノ原 則 ・・Metaliosanノ 場 合 ニ モ用 ヒ ラ

ノレo

著 者 等 ノ・毎 日2、3同MetallosanI及 ビilノ 各5滴 ヲ

夫 々30瓦 ノ水 二 入 レ テ 與 ヘ タ.

此Met∂110sanヲ 與iN」1・・ニ ノ・新 二 構 成 サ レ タTurgater
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装 置 ヲ用vve之 ハ 別 々 ノMetallosanI及 ビllヲ 同

時 二噴 霧 シ、沃 度 ガ獲 生 機 ノ状 態 デ吸 入 サ レル。 著 者

ハ200例 二就 テ観 察 シタ ト=ロ 、此 新 ン イ沃 度 療 法 デ

特 殊 ノ モ ノ ・ ミナ ラ ズ、総 テ ノ氣 管枝 病 患 者 ヲ良 好 二

治 療 ス ル 雛 トガ出 來 タ。其 際 目立 ツタ事 ハ 最 初 ノ吸 入

デ喀 疾 が少 クナ リ、呼 吸 が樂 ニ ナ ツ タ.叉 此 使 用 ハ 簡

軍 デ 著 シ ク廉 債 デ アル.(中 田抄)

Metallosa"ノ 臨 淋 的 経 駿

H.Hamburger:KlinischeErfahrungenmit,,Meta-

110san"

吸 入 ハ上 氣道 疾 患療 法 トシテニ ツノ 目的 ガ ァル。第 一

ハi封症 療 法 ノ 目的 デ粘 液 ヲ液 化 シ、氣 管 枝 筋 ノ裏 急 後

重 ヲ無 ク ン、喀 廣 ヲ容 易 ナ ラ シ メル。 第 ニ ハ持 殊 ノ 目

的 デ藥 物 が噴 霧 状 トナ リ微 細 ナ肺 胞 二吸 入 サ レ、次 デ

吸 牧 サ レテ勇禮 二達 シ注 射療 法 ノ代 理 ヲナ ス。

Metallosanハ 吸 入 藥 ト シ テ ・・特 殊 ノ地 位 二在 ル。 帥

チ上 記 二 目的 以 外 二刺 戟療 法 ノ 目的 二用 ヒ ラ ル。此 藥

刺 ヲ藪 年 來喉 頭 結 核症 二利 用 シ、 今 爾Nordend病 院

二於 テ 多数 ノ患 者 二就 テ詳 細 ナ實験 ヲ爲 シテル。

之 ノ・結 核 治療 鋼 デ ハ ナ 〃、圭 観 的 二患 者 ガ吸 入 ニ ヨ ツ

テ著 シ ク爽 快 ヲ感 ジ食 慾 ガ墳 ス.客 観 的 ニ ハ喀 疾 ガ容

易 トナ リ、叉 喉 頭 ノ粘 膜 作 用 ノ塘 進 が抑 制 サ レ、 或 場

合 快 方 二向 フ ラ シ 〃思 バ レル.喉 頭 、氣 管 及 ビ氣 管枝

及 ビ氣 管 枝 ノ非 特 殊 性 加 答 見 ノ場 合 、Metallosan吸

入 ハ喀 疲 ヲ容 易 ナ ラ シ メ経 過 ヲ短縮 シ、食 顧水 吸 入 ヨ

リモ優 秀 デ ア ル。(申 田 抄)

脂 肪 分解 ト結 核 症

DioRysKan6cz:Lipoly§eundTuberkulose.

結 核 菌 ハ脂 肪 及 ビ類 脂 肪 ニ ヨ ツ テ、恰 モ「テー ル」ヲ塗

ラ レタ板 壁 ノ如 ク、天 候 ノ影 響 ヲ防 グタ メ ニ飽 和 サ レ

テ居 ル。

著 汚ハ 健 康肺 が有機 膿 ノ脂肪 分解 二 本 質 的 二關 奥 シ、

李 均 流 血 液 脂肪 ノ30瑳%ヲ 分 解 シ、 反 之 結 核 症肺 ノ

脂 肪 分解 能 カ バ減 少 シ、多 ク ノ場 合 全 ク無 クナ ツテ 了

フ事 ヲ講i明 シ タ.叉 著 若ハ健 康 肺 カラ肪 肪 分 解 酵 素 ヲ

製 作 シタ。 此 酵 素 ハ結 核菌 培 養 ノ繁 殖 ヲ妨 ゲ、結核 菌

ノ脂 肪 ヲ分 解 ス ノレ.

更 二天 竺鼠 二多 量 ノ 睨 脂 肪 ノ 病 原 菌 ヲ 接種 シタ トコ

ロ罹 患 シナ カ ソ タ。

著 者 ノ・脂 肪 分 解 ト結 核 症 トノ 互關作 用 ヲ 更 二 深 ク且

ツ廣 汎 ナ ル基 礎 ノ モ トニ研 究 ス ペ 〃、脂 肪 分解 機 關 ト

シテ全 有機 騰 ヲ中心 トシ實 験 ヲ始 メ タゆ有 機 盟 脂 肪 分
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解 ノ 標 記 装 置 ト シテ 中性 血液 脂 肪 鏡 ヲ選 ン ダ.

中 性血 液 脂肪 鏡 ヲ以 テ 測 定 サ レタ 有 機 膿 ノ総 膿 脂 肪

分 解 能 力 ト結 核症 トハ互 二逆 ノ關 係 ヲ表 シテ,レ。徽 菌

ノ脂 肪 組 成 ヲ分解 シ、其 病 原 性 ヲ減 ジ、 培 養 ノ繁 殖 ヲ

妨 ゲ ル トコ ロ ノ 「リパー 偽 ハ 非 結 核 性 肺 ノ ミカ ラ詮

明 サ レ、結核 症 肺 デハ此 能 力 ガ失 バ レル コ トカ ラ シテ

有 機 鴉 ノ脂肪 分 解 力 ノ 障 碍 及 ビ 縮 小 ハ 結 核 症 二必 需

ナ且 ツ恐 ラバ唯 一 ノ條 件 デ ア,レ ト 見倣 シ孫 良 カ ラ ウ。

著 者 ハ次 デ膵 臓 、肝 臓 胃 、 腸 、 血 液 及 ビ肺 臓 ノ 「リ

パー ゼ」ヲ研 究 シ タ。徽 菌 脂 肪 分 解 ノ 見地 カ ラ種 々 ノ

器 官 ノ 句 パー ゼ」ヲ試験 シタ。此 實 験 ニ ハ霞 麻 質斯 デ

死 亡 シ、從 ツ テ生 在 中 ハ通 常 ノ脂 肪 分 解 ヲヤ ツテ タ患

汚 ノ器 官 カ ラ 接 蘭 物 質 ヲ作 ツ タ。 此 實 験 ニ ヨノレ ト肺

「リパ ー ゼ」ハ結 核 菌 脂 肪 ノ比 較 的 持 殊酵 素 デ ア ル。而

テ結 核 菌 ノ毒 力 ヲ著 シ ク障 碍 ス,レ。

更 二結 核 菌 脂 肪 二封 ス ル 「リバ ー ゼ」ノ 親 和 力 ヲ測 ツ

タ.此 實験 ニ ヨル ト肝 臓 、 膵 臓 、 周及 ビ腸 ノ 句 パ ー

ゼ」ノ・、 其 中 二浮 游 サ レタ 結 核 菌、 脂 肪 二鯛 レナ イ。

叉 是 等 ノ 「リパー ゼ」ヲ 結 核 菌 培 養 ノ上 二 重積 シテ モ

菌 繁 殖 ヲ抑 制 シ ナ イ。是 等 句 パ ー ゼ」デ虜 理 サ レタ病

原 菌 ヲ接 種 サ レタ天 竺 鼠 ハ4-6週 間 以 内 デ ノ・罫 照 動

物 ト同様 デ ア ル。

血 液 「リパー ゼ」ハ之 ト異 ナ リ、結 核 菌 脂 肪 ヲー 部 分 分

解 ス ル 。 血 液 「リパ ー ゼ」デ虞 理 サ レタ病 原 菌 ノ凡 ソ去

・・Ziel染 色 デ染 マ ラ ヌ。Gramデ 陽 性 デ青 染 シ、 桿

状 二配 列 セ フレ顧 粒 が残 ル。此 「リバ ー ゼ」暦 ノ下 ニ ア 」レ

培 養 ハ封 照 ヨ リモ繁 殖 が遅 レル。動 物 實 験 ニ ヨ リ號 病

性 ハ墾 リ ヲ來 サ ナ カツ タ。

肺 「リ・響一 ゼソ ・其 内 二 浮 游 サ レタ 結 核 菌 ヲ完 全 二脱

脂 ス ル。 此 「リパ ー ゼ」デ 虜 理 サvタ 結 核 菌 ノMueh・

Weiss染 色 標 本 デ ・・、 赤 ノ桿 菌 ノ・登 見 サ レ ヌ.桿 状

二配 列 セ ルGram陽 性 ノ青 染 顧 粒 が見 ヘ ルe肺 「リパ

ー ゼ」二浮 游 サ レタ結 核 菌 ハ最 早 ヤ培 養 ス ル コ トハ 出

來 ヌ。之 ト同様 二肺 句 バ ーe」 ニテ 塵 理 サvナ イ培 養

ハ 肺 「リバー ゼ」デ 羅 ハwyト 繁 殖 シナ4 。動 物 實 験 デ

ノ・脱 脂 菌 ノ獲 病 性 ノ・弱 イ。(中 田 抄)

廉 債 ナ ルrレ ン トゲ ンコ賓 膿 鏡 樵 査

HelmutRatig:BilligeR6ntgenstereoskopie.

著 者 ノ・鍛 年 前Mttnch.med・Wschr・ 二廉 債 ナ ル 實罷

「レ ン トゲ ソ」装 置 ノ 臼作 ヲ獲 表 シ タ。夫 ニ モ拘 ハ ラズ

實 艦 撮 影 ノ、今 日 ノ 所 比較 的少 数 ノ 場 所 ニ シ カ 設 備 サ

レテ ナ イ。 之 ハ主 ト ンテ 今 日 ノ困難 ナ ル 経 濟 状態 デ
◎
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ハ、此 大 キ ナ高 慣 ナ ル全 臼働 的装 置 ヲ求 ムル費 用 が無

イ カ ラデ ア ル。叉 、其 當 時 獲 表 シ タ方法 ハ爾 六 ケ敷 キ

コ トが ア リ、技 術 上 ノ修練 アル者 ノ ミガ常 二良 キ成 績

ヲ得 ル事 が 出來 タ。

ソ コデ著 者 ハ更 二僅 二840R。M.ノ 値 段 デ 買 フ事 が

出來,総 テ ノ實験 者 二充 分 二 間 二合 フ トコ ロノ新 廉 債

全 自働 的i装置 ヲ考案 シテ、Siemens・Reiniger・Veifa會

祉 二製 作 サ セタ。更 二此 装 置 ノ利 鮎 ハ他 ノ製 作 者 ノ器

械 ニ モ容 易 二適合 ス ル檬 二作 ラ レテ ル。(中 田 抄)

特 二肺 腱 診断 二於 ケ ル紙 撮 影 ノ纒 験 及 ビ其 手技

RBaumeister:ErfahrungenmitPapieraufnahmen

insbesondereinderLungendiagnostikunddie

Technikderselben.

著 者 ハ前 年 紙 撮 影 ヲ以 テ實 験 ヲ行 ツ タ ガ、不 充 分 デ ア

ツタ ノ デ此 度 ハ紙 ノ性質 ヲ改 良 シ、敏感 度 ヲ高 メテ良

イ成 績 ヲ得 タ。此i新實 験7×9Vソ トゲ ン」診 噺 學 ノ全 禮

二亙 ツ テ居 ル ガ特 二肺 及 ビ胃 ノ診 断 ヲ顧 慮 シ タ
。

「フヰ'レ ム3b紙 トデ比 較 撮 影 ヲ爲 ・y
、紙 撮 影 ハ肺 臓 診

断 ニー 般 二實 用 上 「フヰ ル ム」二 代 用 ス ル コ トが 出來

タ。特 二結 核 症 診 断 ニ テ徹 細 ナ病 竈 ヲ軟 造 影 ニ ヨ ツテ

鮮 鋭 二現 ス コ トガ出 來 タ。薄 壁 ノ空 洞 モー 目瞭 然 ト現

レル。 然 シ困難 ナル 事 ハ、 一 方 ノ 肺 二 強 イ陰影 が ア

リ、他 側 肺 二軟 イ比黒 ノ少 ナ イ初 期 ノ病 竈 が ア ル場 合

デ、斯 ル場 合 比 黒範 圃 ノ少 ナ イ紙 デ ハ不 充 分 デ アル。

「フ ヰル ム:デ ハ 斯 ル場 合 ハ 中等度 ノ 硬 サ ヲ選 ソデ 全

膿 乙部 分 ヲ充 分 二剃 噺 ～くル コ トガ 出來 ル ガ、紙 デ ハ密

度 ノ濃 イ肺 側 ノ 到 断 ニ ハ 硬 イ撮影 ヲナ シテ 個 々 ヲ認

識 シ、新 シ イ病 璽 ノ側 ニ ハ軟 イ撮 影 ヲ シテ剃 噺 セ ネ バ

ナ ラ ヌe然 シ斯 ♪レ場 合 二Cha◎ulノ 推 奨 シ タ方法 が役

二立 ッ。郎 チ硬 軟 雨 撮 影 ヲ得 ル タ メ ニニ ツ ノ異 ナ ツ タ

「フ オ リ'一一」ヲ使 用 シテ2枚 ノ紙 二 同時 二照 射 ス ル
。

数果 的 ナ成 績 ヲ得 ル ニハ、普 通 ノ手 技 ト異 ナ リ且 ッ特

二注 意 ヲ要 ス ル撮 影 ト現 像 手技 ガ必 要 デ ア ル.特 二重

要 ナ ノハ現 像 デ アル。 照 射 失敗 ヲ 現 像 が 補 フ コ トハ ・

「フ ヰ ル ム2ノ 場 合 ホ ドニ ハ 出來 ナ イ
。「フヰ ル ム」ノ場

合 ハ照 射 不 足 ノ 場 合 現 像 ヲ押 シテ 修 正 ヌ ノレコ トが 出

來 ル ガ、紙 ノ場 合 現 像 ヲ押 ス ト黒 白 トノ封 比 ガ無 〃 ナ

リ、灰 白 ノボ ヤ ケ タ像 ガ出來 ル危 瞼 が ア ル。 照 射 ハ速

イ現 像 液 デ3-4分 内 二現 像 ガ 完成 ス ル程 度 ニ セ ネ バ

ナ ラ ズ、斯 ル 照 射 バ ー 般 二少 シ時 間 ヲ長 目 ニ シ、K。

V.ヲ 「フ ヰ ル ム」ノ時Hリ モ少 シ高 目ニ ス ル。 紙 撮 影

ノ時 ハ成 ル 可 ク現像 時 間 ヲ短 〃 シ、「カブ リ」ヲ防 グ タ
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メニ紙 ヲ清 水 二入 レタ ヂタ ソク」内 デ6-8分 間 ホ ド前

水 洗 ス ルb結 果 が34。 定 著 ハHauffノ 酸 性 定 著 液

デ幾 分 濃 厚 ナ ノ が良 イ。(中 田 抄)

人 類結 核 症 二於 ケ ル血 清 ノVoisenet氏 及憲 ニ

ヨルTrypthophan値

ErikUndritz:TryptophanwertenachderVoiselte-

tscheRReaktionimBlutserumbeiTuberkulosede$

Menschen.

最 近 二至 ソ テ血 液 叉 ハ 血 清 が 蛋 白 化學 ノ 方 面 カ ラ臨

肱 上 ノ目的 二用 ヒ ラ γル様 ニナ ツ タ。血 清 及 ビ漿 液蛋

白質 ノ化 學 的構 成 ヲナ ス 「ア ミノ」酸 ノ測 定 ・・、臨 肱 上

デ ノ・適 當 ノ方 法 ガ 無 カツ タ ノデ行 フ事 ガ 出來 ナ カ ツ

タ が、 其 間 二Tryptophanガ 特 殊 ノ 色 反 慮 ヲ呈 ス3レ

事 が 見 出 サ レタ。此 色 反 慮 ノ・野 比 検 色 法 ニ ヨソ テ 比較

的良 ク測 定 サV」 レ。Trypthophan・ ・Voisenet氏 反 慮

デ紫 色 ヲ呈 ス ル。

Tryptophanヲ 謹 明 ス 々 ニノ・前 以 テ蛋 白質 ヲ分 離 セ ズ

ニ血 清 力 ラ直接 二Voisenet氏 色 反 慮 ニ ヨツ テ行 フ。

Voisenet氏 反 磨 ノ・「フォ,レム ア,レデ ヒー ド」、 濃 盤 酸

及 ビ「ナbリ ウム ニ ト リック」溶 液 ノ添 加 ニ ヨ ツテ 生 ズ

7Uo

Tryptophanノ 定 量 ・・封 比 検 色法 ニ ヨ ツ テ爲 サ}y。 純

粋 「力 せ イ ン」が一定 ノTryptophanヲ 含 有 シテ'レ ノ

デ、 「カぜ イ ソ」ガi封比 標 準 二用 ヒ ラル。

廉 債 デ 且 ツ臨 駄 研 究 室 二常 用 サ レテ ル 封 比 検 色 器 ハ

Autenrieth-K6nigsbergerニ ョル モ ノデ ァ?レe此 實験

ニ ヨ,レb健 康 者 及 結 核 治療 者 ノ血 清 二於 ケ ルTrypto-

phan値 叉 ・・Voisenet氏 反 磨値 ・・或 一 定 ノ境 界 ヲ越

ヘ ナ イ。高 山 二於 ケ ル著 者 ノ材 料 ハ上 境 界 ハ健 康 男 子

デ ハ1・8%健 康 女 子 デ ハ2.0%デ ア ル。結核 患 者 デ ノ、

通 常値 ヲ越 へ、一 般 二結核 症 ノ大 サ及 ビ活動 二並 行 シ

テ ル。 病 氣 ノ輕 過 中 ノ・其高 サ ノ・攣 動 ス ル 。病 氣 ガ非 活
び

動 性 ニ ナ ル ト通 常値 二戻 ル。重 症 患 者 デ ノ・下 ル事 ガ ア

ル。 之 ハ 「ア レル ギー」ノ消失 ノ徴 候 ヲ意 味 ス ルQ

年 齢 ・・Voisenet氏 色 反 慮 ノ強 度 二關 係 シナ イ。

Tryptophan・ ・一一般 二病 理 的機 輔 ノ場 合 ノ赤血 球 沈降

速 度及 ビ核 縛 移 ト共 二高 マ,レ。

Tryptophan反 慮 ハ新 ジ イ非特 殊性 ノ牝 學 的血 液 検 査

方 法 デ ア ル.(中 田抄)

簡 軍 ナ ルStOrm氏 室 内 ノ小 見慢 性 氣 菅枝 炎 ノ療

法 昌就 テ 、

K町tNtissel:UberdieBehandlungderKindliehen
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Chroni§chenBroRchiti$indereinfachenStormschen

Kammer.

低 冷 空 氣 ノ供 給 ナ キStorm氏 室 ヲ 用 ヒテ30例 ノ統

計 ヲ取 ツ テ居 ル.殆 ソ ド総 テ ノ例 ハ快癒 シテ ル.之 ハ

恐 ラ ク咳 漱 刺 戟 二封 ス ♪レ非 刺 戟 的 、心 地 ヨ ク温 メ ラ レ

タ ル空 氣 ノ器 械 的 作 用 デ ア ラ ウ.多 クノ例 デ ハ喀 疲 ハ

減 少 ス ル.

Sto㎜ 氏 室 ・・大 シタ治 療 作 用 ・・無 イ ケvド モ、少 ク ト

モ現 今 デ ハ 小 見 ノ 慢 性 氣 管枝 炎 ノ 補 助 治 療 方 法 ト シ

テ歓 ク事 が出 來 ナ イデ ア ラ ウ ト。(中 田 抄)

`ア ル コホ ー ルJF結 核 症

CvaRDorp:AlkoholundTuberkulose.

Katwyk二 於 ケル病 院 デ 、 金禮 小 見 ノ内 、軍 二結 核 二

感 染 シテ居 ♪レ程 度 ノ ガ2/3デ 、 之 ハ 結 核 症 家族 ノ家 カ

ラ來 タモ ノデ病 状 ハ輕 イ。 他 ノY3ハ 、 重 症 デ 多 クハ

外 科 的結 核 患 者 デ アル。

数 年 來 カ ラ骨 結 核 症 ヲ有 ス ル小 供 ノ場 合 ハ、其 雨 親 或

ハ組 父母 ノ病 歴 二 「ア ル コ ホ ー2レ」中毒 ヲ有 ス,Vモ ノ

ガ多 カソ タ事 が注 目 サ レタ。此 符合 が實 際 二存 在 シテ

}レカ ドー カ ヲ確 メ ル タ メ1742名 ノ小 見 ノ家 族 歴 ヲ調

べ タ。 夫 ニ ヨル ト50以 上 が家 族 歴 二 「ア ル コホ ー,レ」

中毒 ヲ持 ツ テ居,レ。20%以 下 が家 族 歴 二 「ア ル コホ ー

ル」中毒 ヲ持 タナ イモ ノ デ アル。

次 二和 蘭陀 二於 テ9ア ル コホ ー ル」鉄 乏 ガ 老 男 子 ノ結

核 死 亡 率 二如 何 ナ ル 影 響 ヲ及 ボ ス カ9調 ベ テ ミタ。

1912--1916/5ケ 年 ヲ前 期 トシ、1917-1921/5ケ

年 間 ヲ後 期 トシ此 ニ ツ ノ 時 期 二 就 テ 調 ベ タ。 前 期 ハ

iア ル コ ホ ー ノレ」消 費 が曹 通 デ
、後 期 ハ 「ア ル コ ホーつレ」

鹸 乏 ノ時 期 デア リ丁 度 職 雫 ノア ツ タ 時期 デ ア ツ タ。

調 ベ タ トコ ・和 蘭 陀 デ ノ・後 期 帥 チ戦 響》期 デ へ 老 男 ノ

結 核 症 死 亡 傘 ノ減 少 ガ 見 ラ レタ.之 ハ恐 クハ ワ ル コ

ー ホ,レ」鉄 乏 ノ結 果 デ ア ノレト考 ヘ ラ ルe(中 田抄)

高 山 二於 ケル 赤血 球 沈 降 及 感 二就 テ

M.Reale:UberdieErythrozytensenkungsreaktien

imHochgebirge.

高 山 ノ有 機 禮 及 ビ血 液 二封 ヌ ル作 用 ノ・、既 二早 ク カ ラ

精 密 二知 ラ レテ居 ル ガ、高 山 二於 ケ ンレ赤 沈 反 癒 二關 ズ

ル研 究 が今 日迄 無 イ ノデ報 告 ス ル所 以 デ アル。

海 抜 】500米 ノMentana療 養 所 二於 テ、 看 護 サvテ

ル多 倣 ノ健 康 者 及 ビ治 療 セ,レ患 者 ノ赤 沈 速 度 ハ、男 子

デ ハ1時 間O.5-1.0粍 、2時 間2-2.5粍 、24時 間

22粍 、 女 子 デ ・・1時 間1-r.5粍 、2時 間2--3粍 、

24時 間25粍 デ ア ル。

赤 血 球 数 ニ ヨツ テ 沈 降 速 度 が 著 シク 影響 ヲ受 ケ ル 事

ノ・周 知 ノ事 デ ア ル.高 山 二於 テ著 者 が調 ベ タ トコ ロ ニ

ョル ト赤 血 球 ノ数 ハ550萬 カ ラ600萬 ノ間 デ ア2レeソ

コデ 高仙 二於 ク ル 沈 降 速 度 ノ 遅 イ ノハ 赤 血 球 異 常 増

多 ニ ヨ ル様 二思 ノ・レル。沈 降 速 度 ノ減 少 バー 般 二線 テ

ノ時 間 二見 ラ の レガ特 二 著 シ イ ノ ハ24時 間 ノ債 デ ア

ル膨ゆ

高 山 デ治 療 ヲ 受 ケ テ ル 結 核 患 者 ノ 赤 血 球 沈 降 速 度 ノ

遅 緩 ・・、 間欺 推 進(Schub)ノ 終 頃 血 漿 ノ膠 質 攣 化 ガ最

早 ヤ著 シ クナ イ場 合 二實 際 的意 義 が ア ル。此 時 期 ニ ハ

赤血 球 沈 降 反 慮 ガ 既 二正 常 ニ ナ ツテ ル ノニ 「ヘ モ グ ラ

ムJハ 爾 確 二病 理 的債 ヲ示 ス コ1・が アル
e(中 田 抄)

ZeitschriftfarTuberku互oseBd.66.既6
,1933.

マ ♪ス フ ヱ ル ド學 童 ノ結 核 感 染

E.Kalle:DieDurchseuchungderMansfelderSc-

hulkindermitTuberkUlose.

本 書1926年Bd・44二Ickertが マ ンヌ フ.1レ ド結 核

相 談 所 二於 テ學 童 ノ 結 核 頻 度 二就 テ 観 察 シタ仕 蛮 が

登 表 サ レテ ヰ ル。 此 ノ仕 事 ハ3工 場 地 帯 ノ學 童 ユ379

名 二就 テ1924年 一2ろ年 二瓦 ツ テ楡 査 サvタ モ ノ デ ア

ル。其 當 時 ノ學 童 ハ既 二學 校 ヲ去 ツタ ノデ共 後 是 等 工

場 地 帯 二於 ク ル 學 童 ノ 結 核 感 染 状 態 ガ 如 何 二推 移 シ

テ ヰ ル カ ヲ知 ノレタ メ ニ 今 同 ノ 追 試 ヲ行 ソ タ。 今 同 モ

Iekertノ 場 合 ノ如 ク同 一3工 場 地 帯 二於 テ、略 くra-一

状況 ノ下 二1920名 ノ學 童 二就 テ試 ミラ レタ、 其 ノ結

果 ハ掲逸 國 ノ他 ノ地 匠 二 於 ケ ル が 如 ク 結 核 感 染 李 ノ

減 少 ノ・認 メ ラ レズ ニ、 却 ツテ 精{培 加 シテ ヰ ル 位 デ

アル・
、lckertノ 検 査 イ際 二見 ラ レタ如 ク今 同 ノ追 試 ニ

ヨツ テ モ亦Moro(一)ノ 學 童 デ 肺 二 初 期 攣 化 群 或 ハ

肺 門 部 、肺臓 内 ノ石 灰 化 竈 ノ如 キ陳 奮 病 竈 ヲ有 ヌ,レモ

ノ ・数 ハ著 シ ク多 イ。感 染 ノ動 機 トシ テ ・・、 潜 行 性 感

染 ガ認 メ ラ レル.而 シ テ其 ノ感 染 ・・慢 性 肺結 核 症 並 二

硅 素 沈 著 症 等 ヲ1有ス ル 老坑 夫 が 學 童 ト接 鯛 ス ル タメ

ニ起 ツ タ モ ノ デ アル、 學 童 ノReihenuntersuchungハ

或 ノレ住 民 群 二 於 ケ ル 結 核 感 染 ノ 程 度 ヲ確 定 スル タ メ
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ニ ハ唯 一 ノ方 法 デ アル。(池 上 抄)

建 康 肺 組織 戴 二 結 核 性 浸 潤 アル 肺 組 織 上 ニ テ母

書聴 診 二際 シテ ノ主 観 的 認 識 、聲 言 賠 診 債 値判 断

ノ補 遺

H.v.Putkovszky:SubjektiveWahmehmungenbei

derAuskultationvonVekalentibernormalemund

tuberkulδsiRfiltriertemLungengewebe.EinBeitrag

zurAuswertungderBronchophonie.

寝 潤 肺 部 ノ聲 音 聴 診 ノ際 二反響 ノ起 ♪レ理 由 ヲ述 べ、且

ツ、本法 二 纂 リテ肺 臓 ノ音 響 傳 達 能 ヲ楡 ス ル タ メ ニ ハ

他 ノ母 音 或 ハ支 音 ニ ヨル ヨ リラ母 音{`1,,ノ 最 モ 目的

二適 フ所 以 ヲ理 論 的 二閾 明 シ
、過 去1ケ 年 二亙 リテ多

歎 例 二就 テ 「vソ トゲ ソ」所 見、 打 診 上 ノ抵 抗 、呼 吸 音

ノ賠 診 等 ノKontrollノ 下 二 此 ノ母 音"1,,ヲ 登 音 セ

シメ テ肺 組 織 ノ音 響 傳達 能 ヲsystematisch二 検 査 シ

タ。 健 康 肺 ト結核 性濃 潤 ノア ル 肺 部 二 於 テ ハ 音響 傳

達 能 ハ著 シク相 違 ス ル モ ノデ、健 康 部 ニ ハ少 シモ 反響

ハ認 メ ラ レナ イ が、空 洞 周 園 ノ病 竈 播 種 域 二於 テ ハ著

シク反 響 ノ程 度 ハ高 マ リ空 洞 部 二至 リテ、更 二塘 強 シ

殆 ン ド明 朗 ナル金 鴎 性 音 響 トナ リ、之 ヲ去,レ ニ從 ヒ浸

潤 ノ程 度 二磨 ジテ再 ピ減 弱 ス ル。此 ノ如 キ空 洞 上 或 ハ

緻 密 二浸 潤 シタ病 竈 上 二聰 取 サ ル ・金 隠 性 音響 ト、無

氣 状 態 二萎 縮 シ テヰ ル 肺 部 二 於 ケ ル 音 響 トノ間 ニハ

程 度 二磨 ジテ多 クノ移 行 が アル、夫 故 二反響 強度 ノ債

値剣 噺 ニ ハ相 當 ノ輕 験 ト練 習 ヲ要 ス ル。本 法 ハ他 ノ理

學 的診 査ソ 所 見 ヲ補 成 シ且 ッ浸 潤 、硬 化 二關 ス ル迅 速

ナ概 観 的 判 噺 ヲ容 易 二下 シ得 ル様 ニ ナ リ、或 ル場 合 ニ

ハ肺 臓 内 部 二 行 ハ レッ ・アノレ病 理 形 態 的 攣 化 ヲ 如 實

二再 現 ス ル。(池 上 抄)

結 核 性 随 俘氣 管 枝 炎 及 ピ 慢 性 氣 管 枝加 答 鬼 二 於

ヶ ルTussamagノ 怯 疾 促 進 作 用

E.Anders;F6rderungderExpektorationdurch

Tussamagbeituberkul6seBegleitbronchitidenund

chronischenBronchialkatarrhalen.

Tussamagノ ・「サ ポニ ソ」製 刺 デ ア ルe64例 ノ経験 二

徴 シ テ本 測 が優 秀 ナ怯 疲 鋼 ナ ル コ トヲ知 ツ タ。婦人 小

免 ニ モ服 用 容 易 デ ア ツ テ 胃腸 ノ 刺 戟 作用 及 ビ其 他 ノ

不 愉 侠 ナ ル 副作 用 ナ キ鮎 二於 テ ハ、他 ノ類 似 ノ製鋼 望

リ遙 二卓 越 シテ ヰ ノレ、慢 性 肺 疾 患 ノ如 ク轍 鮒 ノ長 期

連 用 ヲ必 要 トス ル モ ノ ニ封 シテハ、本 剤 ハ永 キ生 命 ヲ

有 ス ル モ ノb思 バ レル。爾 ホ腐 敗 性 氣 管枝 炎 二i封 シテ

モ本 刺 ハ防 臭 作 用 ヲナ ス、(池 上 抄)
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結 核 冤 疫 ト補 髄 結 合 及 感 。 第 四 報Neuberg-

KEepstock氏 補 艘 結 合 法 墾 法 ノ實 際 的 意 義

Karl.L。PeschundPaulUhlenbruek:Tuberkul◎se・

i覇臓munit翫undKomplementbindung.↓MitteiluRg.

DiepraktischeBedeutungdermodifiziertenNeu・

berg・KlopstockschenKomplementbindungsprobe.

104例 ノ結 核 患 者血 清 及 ビ 封 照 トシ テ71例 ノ健 康 者

蛇 二他 ノ疾 患 ノ 患 者 デ 活 動 性 結 核 竈 ヲ 有 セ ヌモ ノニ

就 キ、1)Neuberg・Klepstcck原 法 、2)Peschu。

K㏄hが 第 一 報 二於 テ報 告 シタ ル 法。3)Peschガ 第

三 報 二於 テ報 告 シタ ル 攣 法 ノ3種 類 ヲ以 テ試験 シ タ。

反 旛 ノ判 定 二際 ンテ圭 観 ニ ヨル過 誤 ヲ避 ク ノレタ メ、結

核 患 者 血 清 、封 照 血 清 滋所 二取 纏 メ、 之 二番 號 ヲ附 シ

テ衛 生 試験 所 二迭 リ、此 所 ニ テ前 記3法 二從 テ検 査 サ

レタ モ ノデ、 後 二番 號 ト控 帳 ト照 合 シテ 成 績 ヲ纏 メ

タ。 其 ノ結 果 ハ3)法 ガ最 モ改 善 サ レタ方 法 デ ア ル コ

トガ實 謹 サv結 核 患 者 血 清 ノ 陽性 卒 ハ1.・ 法 二比 シ

20%ノ 培 加 が 見 ラ レル。71例 ノ封 照 試験 ノ 中63例 ノ・

(一)、2例 ノ・(十)デ ア ツ タ ガ臨 肱 的 肺所 見 デ此 ノ2例

ヲ直 チ ニ結 核 〉ハ云 ヒ得 ナ イ。10例 ノWa.R。(十)

ノ モ ノ ニ本反 磨 ヲ試 ノレニ8例(一) 、2例(～)デ アツ タ

が、其 ノ強 度 ハ 勿論 弱 イモ ノ デ ア ソ テ強 陽 性 ノ・1例 モ

見 ラ レナ イ。夫 故 二本 反 磨 ノ強 陽性 ハ肺 結 核 ノ診 噺 二

封 シテ大 ナ ル債 値 ア リ ト シテ差支 ナ イ ト思 バ レル 、併

シ反 旛(一)ハ 結 核 性 疾 患 ノ 存在 ヲ 否 定 ス ル モ ノデ ハ

ナ イ・ 反 脇 鍍 ㈱)、(++)、(+〕}ノ モ ノ ヲ(+)ト シ

(±)、(一)ヲ(一)ト ス レバ 陽性 率 ハ 肺 結 核 ノ滲 出 型

(Wechse1sekundXr・allergischeru.tertiar-allergischer

Reakti・ 籍rlage)二 於 テ最 高f直(90 。0%)二 達 シ早 期 型、

早 期 浸 潤 ノ時 二 ・・減 少 シテ50%,重 症 ニ テ死 期 二近

キ モ ノデ ハ68%、 硬 化 二傾 ギ ツ ・ア ル モ爾 ホ活 動 性

ノ モノ ニ 於 テ ・・70 ・6%、 非 活 動性 ノ モ ノ ニ ・・40%

(+)デ ア ル、「ロイ マ チ ス」性 多 獲 性 關 節 炎6例 二於 テ

・・本 反 旛 ・・(一)デ ア ツ タ。爾 ホ豫 後 判 定 二封 シテ.・ノ

度 ノ検 査 デ ・・決 定 出來 ナ イ。Peschが 第3報 二報 ジ

タ墾 法 ハ今 日 マデ 文 獄 二 報 ゼ ラ レ テヰ ル他 ノ何 レノ

方 法 ヨ リモ最 モ 特 殊 性 ノ 高 イ優 秀 ナ 法 デ アノレ ト信 ズ

ル。(池 上 抄)

有 毒結 核 菌 及 ビB・C.G・ 菌 ヲ以 テ セ ル 血 清 學 的

化 學 的 比較 試 験

MarieMaxim:Vergleichendeserol◎gischeund

che㎡scheVersuchemitvirulentenTuberkelbazilleR
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有 毒 結核 菌(「 グ リセ リ ソ」馬 鈴 薯 二 培 養 シタ ル 人 型

菌)ト カ」ヒ メットニ ヨ リテ 反復 綴 植 サ レタ結 核 菌 トノ

間 ニハ 著 シ キ相 異 が アル、第 一 二有 毒 結 核 菌 ニ ヨル結

核 患 者(種 々ノ期 二罵 スル肺 結 核 患者)、 血 清 ノ凝 集 反

磨 ハB.C.G.ノ 場 合 ヨ リ大 ナ ノレ稀 糧 二於 テ モ強 ク起

ル、冤 疫 馬血 清(人 型結 核 菌 ヲ以 テ免 疫 シタ ル モ ノ)ヲ

以 テ行)ソ タ 實 験 デ ハ 凝 集 ヲ 起 サ シム ル ニ有 毒 結 核 菌

デ ハBCG・ ヨ リ遙 カ ニ少 量 ヲ以 テ足 ル。

次 二化 學 分 析 二 彗 リ 是 等 こ二種 菌 ノ 間 ニ ハ 有 機 物 含 量

二於 テ著 シ キ相 異 ノ アル 雪 トガ確 メ ラ レ タ。脂 肪 ト蛋

白量 二於 テ ハ有 毒結 核 菌 ノ方 ガB。C.Gヨ リ多 ク、

含 水 炭 素 量 二於 テ ・・全 ク反 封 デB.CG.二 多 ク結 核

菌 二少 ナ イ。

雨種 結 核 菌 ノ蛋 白及 ビ多糖 類Fraktionノ ・免 疫 馬 血清

ニ ヨ リテ叉 結 核 患 者血 清 ニ ヨ リテ凝 集 ヲ起 シタ。共 際

反 癒 ノ 強度 ハ結 核 菌 蛋 白 ニ ヨツ タ方 がB.C.G蛋 白

ニ ヨ ツ タ時 ヨ リモ遙 ヵ二著 シ カッ タ。然 ル ニ多糖 類 ハ

之 ㍗反封 二前 者 二弱 〃、後 者 二強 カツ タ.夫 レ故 二有

毒結 核 菌 ノ凝 集 力 ノ 強 イ ノ ハ 脂 肪及 ビ蛋 白 ヲ其 プ 菌

膿 工多 ク含 ムコ トニ臨 因 ス ル.(池 上 抄)

自然 氣 胸 ノ臨 躰 補 遺

GerhardSimschundHellmlltSchley:Beitragzur

KliRikdessp◎ntanpneumotherax.

最 近6ケ 月間 二輕 験 シ タ種 々ナ原 因及 ビ種 類 ノ 自然 氣

胸 例 ノ報 告 デ ア ル,原 因一 例 、1、2、3、4ハ 明 カ ニ結 核

性 慶 化 二基 イテ起 ツ タ モ ノ デ ア ルe第5例 ハ家 族 歴 二

・・結 核 ヲ認 ムル モ患 者 自9二 ・・攣 化 ヲ認 メ礼 例6 、7

二於 テ ハ結 核 ハ 全 ク 謹 明 セ ラ レズ 特 號性 ノ モ〉 デ ア

ル。 症 候 一 。 辮 氣 胸(例 、2、3、4)二 於 テ ハ急 激 著 明 ナ

ル症 候 ア リ。 閉 鎮 性 氣胸(例 、5、6、7＼ハ 急 激 二始 リ、開

放 性 氣 胸(第1例)ハ 潜 行性 二始 ツタ.第6例 ハ 既 二3

同 モ此 ノ再 號 ヲ起 シ テヰ ル、而 テ本 例 二於 テ ハ皮 膚 ノ

魚鱗 癬 様墾萎化 ヲ認 ノタ。辮 氣胸 ハ胸 内 空 氣 ヲ去 ル必 要

が ア ツタ、 此 時 胸 内墜 ヲ調 整 ス ル タ メ=用 ヒタWa・

sserventilヲ 記 載 シテ ヰ 肱 閉 頷性 氣 胸 ハ逗 常 姑 息 的

治 療 デ ヨ イ。豫 後 ハ金 ク其 他 ノ所 見 二懸 ル ノ デ ァ ッ テ

結核 性 自然 氣 胸 例 デ ハ 結 核 が 重 症 ナ關 係 カ ラ豫 後 ハ

良 ク ナ イ、 之 二反 シテ特 登 性 ノ モ ノ ハ 豫 後 ガ宜 シイ.

(池 上 抄)

氣胸 卜部 分 成 形 術1併 用 。Sebesty6nノ 業 績"氣

胸 療 法 ヲ補7タ メ ノ肋 膜 外 肺尖 剥 離"二 劃 ス ル騨 言

録 【第13巻

KEeesattel:Teilpla§tikbeiPneumothorax・Zugleich

Bemerku㎎enzuderArbeitvonSebesty6n,,Die

extrapleuraleapikolyseimDienstederPneumotho。

raxbehandlung,,.

Sebesty6nノ 前 記表 題 ノ業 績 ノ螢 表 二刺 戟 サ レテ 今 同

本 論 交 ノ駿 表 ノ動 機 け ツ へ 彼 ノ・肺 上 部 二癒 著 ノ ア

ノレ不 完 全 氣 胸 二肋 膜 外 肺 尖 剥 離 ヲ行 ツ テヰ ル,彼 モ述

べ テ ヰ ル如 ク、此 ノ方 法 ハ手 技 が確 實 二行 カ ヌ シ、 術

後 モ胸 腔 滲 出液 ノ出現 、膿 胸 、 氣腫 等 ハ殆 ソ ド避 ケ ラ

レヌ合 併 症 デ アル、叉 豫 期 セ ラ レタ完全 氣胸 ノ 目的 が

蓮 セ ラ レ ヌ事 モ屡 くア ル、 著 看 へ 之 二反 シテ 斯 ル場

合 却 ツ テ部 分 成 形 術 ニ ヨノレ方 ガ手 技 簡 軍 ニ シテ、肋膜

合 併 症 ヲ來 ス コ トモ ナ ク手 術 創 ノ治癒 モ早 ク、從 テ治

療 成 績 良 好 ナ2レ所 カラ複 雑 ナSebesty6nノ 方 法 ・・用

フ ル ニ及 バ ヌ ト述 べ テ ヰル。Sebesty6nニ ヨ リテ 肺 尖

剥 離 ノ最 モ ゴキ 適 慮症 ト シテ 學 ゲ ラvタ 患者2例 二

就 キ テ部 分 成 形 術 ヲ行 ヒ 著 シキ 治 療 赦 果 ヲ學 ゲ得 タ

コ トヲ述 べ。 其 他、多 轍 例 二於 テ雨 側 氣 胸 トー"側部 分

成 形 術 ノ併 用、一側 部 分 成 形 術 ト他 側 氣 胸 ノ併 用 ノ成

績 ヲ記 載 シテ ヰ2レが其 ノ臨 肱 的数 果 ハ 勿論 、虚 脱 ノ廣

サ ト病 機 ニ ヨ リテ 異,レ が 雨 者 ヲ 併 用 シ タ方 ガ部 分 成

形 術 ノ ミニ ヨル場 合 麹 リモ遙 カニ成 績 良 好 デ ア ル、長

期 間雨 側 氣胸 二馴 ラサ レタ 者 ノ 方 が成形 術 後 ノ呼 吸 、

脈 搏,一 般朕 態 二封 スル 影響 ハ少 ナ イ ガ、 氣 胸 作 成 後

日樹 ホ淺 キ者 二i野シテ モ不 愉 快 ナ現 象 ハ 見 ラVナ イ、

叉 成 形 術 前 後 二 氣 胸 ヲ行 フ場 合 ノ 注 意 トシテ 次 ノ事

項 ヲ墨 ゲ テ ヰ ル。

1)手 術 前 二屡1レ ン1・ゲ ソ=ヨ リテKontrollス}レ

コ ト。

2)手 術 前 、 其 ノ 側 ノ胸 腔 内歴 ガ臥 位=於 テ零 線 ヲ中

心 トシテ動 揺 スル コ ト、斯 ル場 合 ニ ハ 手術 後 胸 内 空氣

ヲ排 除 ス ル必 要 ナ シ。

3)手 術 後 第1同 目 ノ追 盈 ハ屡 く絵 程 遅Vテ 行 フモ可

等 。(池 上 抄)

同 時 雨側 氣 胸 ノ歴 史 二就 テ

DionysHeUi薮:ZurGeschichtedesgleichzeitig

beidseitigenPneumoth《 》rax.

同 時 的 雨 側 氣胸 ノ人彊 慮 用 ハ、從 來 ノ生理 學 、 外 科 學

ノ圭 張 二反 シ之 ガ ー定 ノ 豫 防策 ノ 下 二 途 行 サ ル ・時

ハ致 死 的 ノ モノ デ ナ イ ト云 フ 著 者 ニ ヨツ テ 識 明 サ レ

タ事 實 カ ラ始 メテ可 能 トナ ヅタ モ ノ デ ア ル。而 モ是 等

實 験 的 臨 脈 的 業 績 ノ獲 表 ・・1901年 カ ラ1908年 二亘 ツ
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テ ナ サvタ モ ノ デAscoliノ 報 告 二 鍛 年 先 立 ツ テ 公 表

サ レタ モ ノ デ ア ル.此 ノ獲 見 ハ蕾 二治療 二意 義 ア ル バ

カ リデ ナ ク肺 呼 吸 ノ機構 二 關 スル 學 設 ニモ根 本 的 ノ

影 響 ヲ及*"ス モ ノ デ アソ テDondersノ 屍 騰 二於 ケ ル

實 験 二基 キ テ建 テ ラ レタ 學 説 ハ 生 鵬 ニ ハ 適 用 サ レナ

イ 、肺 呼 吸 機 構 二關 スル學 訊 ノ再 吟 味 ハ今 ヤ生 理 學 者

二残 サ レ タル 命題 デ アル
。(池 上 抄)

S・H・G・ 食 餌 ノ際 二於 ケ ル結 核 患 者 ノ鑛物 代謝 、

B・S・H・G・ 食 餌 ノ際 二於 ケ ル組 織 ノ鑛物 質含 有

量 二關 ス ル化 學 的 研 究

A.HerrmannsdorferundA .Jung:Untersuchungen

tiberdenMineralstoffwech§elTuberku16serbeiS 。

H.G.・Di釜t.B.ChemischeUntersuchungentiberden

MineralgehaltderGewebcbeiS.H.G.・Di釜t.

著 者 等 ハ7例 ノ 結 核 患 者 デ 胸 廓成 形 術 ソ ノ他 ノ手 術

ノ際 二皮 膚 、 筋 肉 、及 ビ骨 ヲ ト リテ研 究 シタ、 此 中3

例 ハ手 術 迄S・H・G.食 餌 及 ビ「ミネ ラ ロー ゲ ソjヲ 與

ヘ テ アツ タ、樹 総 トシテハ 他 ノ疾 患 ノ爲 メ ニ手 術 匂 レ

材 料 ヲ以 テ シタ。

1・ 筋 肉:新 シキ筋 肉 二於 テノ・S.H.G食 餌 ヲ與 ヘ

タル モノ ト、然 ラ ザ ル モノ トノ 間 二僅 少 ナ ル差 異 ア リ

シモ之 レハ恐 ク偶 然 ノ モ ノ デ ア ロ ウ、「カ リウ ム」含有

量 ノ・無 瞭食 ヲ與 ヘ タ ル方 が、ヤ ・高 イ が正 常値 ノ下 位

デ ア}レ、「カル シ ウ ム温 ハ凡 テ ノ場 合 二於 テ多 量 デ ア

ツ タ。

盤素 量 ハ 正 常 ノ 範 園 デ アル 、 飲 乏 ハ1例 モナ イ、 叉

MtillerundQuinckeノ 云 フ檬 ナ高 値 モ ナ イ、3例 ノ

無 盤 食 ヲ與 ヘ タル 患 者 ノ 筋 肉 實 質 内 ノ 盤 素 量 ハ少 キ

モ、結 締 織 中 二 ・・反 野 二培 加 セ リ、 善 通 食 ヲ與 へ 掬 レ

揚 合 ニハ結 締 織 中 ノ 盟 素 量 ハ 筋 肉 實 質 ト同 量 デ ア ル

カ或Uハ 低d、 「マグ ネ シ ウ ム」モ 同様 ナ ル 關 係 ニ ア

ル、皮 膚 ト皮 下組 織 トノ間 ニ モ之 レ ト同様 デ無 盤 食 ヲ

與 ヘ タル場 合 ニハ 皮 下結 締 織 中 ニ ハ 皮 膚 二比 シテ多

量 ノ豊 素及 ビ「マ グ ネ シ ウム」ガ含 有 セ ラVテ オル。

2・ 皮 膚 ・盤素 量 ハ封 照 二比 シテ少 イ、 「加 レシ ウム」

ハ正常 値 ノ下 界 、 「カ ル シウ ムJハ 上 界 ニ アルe

燐 酸 ノ量 ハ低 イ。

3・ 骨:鑛 物 質 ノ 量 ハ大 膿 二於 テ正 常 ノ範 園 内 ニ ア ル

モ1例 ノ肺 結 核 二於 テ肋 骨 ノ 「カ ル シ ウム」及 ビ燐 ノ

量 が減 少 シ、 骨 疾 患 ノ2例 二於 テ モ同 様 二「カル シ ウ

ムJ及 ビ燐 ガ低 値 ヲ示 シタ リe(春 木 抄)
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